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図 1 本研究の観点 
                                                   
1 日本語学習者は、韓国人とインドネシア人のみを対象にしているが、それは英語圏の
学習者と中国人学習者に比べ聞き手言語行動に関する研究成果が多くないこと、また、




































































7 A：もう少し時間をいただく…  
→8 B：はあ 
9 A：わけにはいきませんでしょうか              
会話例2) 堀口1997：95の例文 









→2 B：物真似ねえ。  
3 A：でも、ブーとかいうのが出てくる可能性はありますよ。   
会話例4) 水谷1988a：9の例文 
1 A：雨が多いとか、地震がよくあるとか、そうした自然環境…  
→2 B：というか風土… 









































































































































































黒﨑1987 ● ●         
水谷1988a ● ●         
堀口1988 ● ● ● ● ●      
松田1988 ● ● ● ● ● ●     
メイナード1993 ● ● ● ●   ● ● ●  
ザトラウスキー1993 ● ● ● ● ● ● ●   ● 





Mukai1999 ● ● ● ●       
村田2000 ● ● ● ●    ●   
楊1997、2001 ● ● ● ●       








































































水谷1984 ● ● ●   
小宮1986 ● ●  ●    
黒﨑1987 ● ●   ● 
メイナード1993 ● ● ● ●  
堀口1988 ● ● ●   
水谷1988a ● ● ●   
松田1988 ● ● ●   
杉戸1989 ● ●    
ザトラウスキー1993 ●     





山本1992 ● ● ● ●  
渡辺1994 ● ● ● ●  
楊1997、2001 ● ● ● ● ● 
Mukai1999 ● ● ● ●  














                                                   










































中国語、韓国語、英語を母語とする9 名の学習者(初級3 名・中級4 名・上級2名)を調査し
た結果、若干の例外を除けば、学習段階が上の学習者はあいづちの出現頻度及び種類が増
えていると報告している。渡辺(1994)は中国語・韓国語・英語を母語とする学習者19名(初







































表 4 聞き手言語行動の行うタイミング 
















































































表 6 「はい」と「うん」の変異生起の要因 
 はい うん 





世代差 中高年層＞若年層 中高年層＞若年層 














































































































結を産出するものである。(The central task of this report is 
the characterization of single sentences that are produced 
across the talk of two (or more) speakers. This can be seen 
in Example (1), where the recipient of an ongoing turn 





























る。(Joint utterance construction here refers to a domain of 
practices by which a speaker produces an utterance that is 
designed to grammatically continue (and sometimes 









































































1 BF05  6時半ぐらいでも、もうみんな立ってますから、だからかえって、時間がかかる
けれども座れるという意味では…。 






3 BF02 後でわからないところだけ、 
4 OF01 書き加える。 




1 SF01 あれ、持ってなくても…？ 




1 R 二万―出せば結構いいよねー 






























表 8 先行研究における共話の出現率 





































































































































水谷1993   ●        ●  
Ferrara1992   ●    ●      
黒﨑1995 ● ● ● ● ● ●       
Hayashi&Mori1998 ● ●           
Hayashi2003 ● ●  ●         
古内2003 ● ● ● ● ●        
植田2004 ● ●  ●   ● ●    ● 
笹川2007 ● ● ● ●  ●       
言語
能力 


























































































































表 10 先行研究における「聞き手」の定義 
先行研究 定義 
Shannon & Weaver1964 聞き手は受け身的存在 
Goodwin1980 
会話は聞き手(受け手)の存在により影響 Sacks1974、1992 
Sperber & Wilson1995 
水谷1988a、メイナード1993、 































































表 11 機能別にみたあいづち的反応の表現形式 













「感」： ええ ↘、ふーん → 
「概」：そう系(そう ↘ そうか → そうなんだ ↘ そう
ですね ↘そうですか ↘ そうなんですか ↘)、ほ
んとう系(ほんと↗ほんとですか ↗)、言い換え系 
↗、繰り返し系 ↗  
③気持ち了解の
表示 
「感」： んん ↘、ええ ↘ えー ↘ 




「概」：そう系(あ、そうか ↘ あ、そうかそうか ↘ そ
うか ↘ そうだそうだ ↘ ああ、そうですか ↘ 
あ、そうですか ↘ そうでしたか ↘)  
⑶同意表示 
⑤共感の表示 
「感」：うん ↘、ええ ↘ 
「概」： そう系(そう ↘ そうそう ↘ そうそうそう ↘ 
そうね ↘ そうです ↘ そうですね ↘ そうで
すよね ↘ そりゃそうです(よ)ね ↘)、 文末系
(ねえ ↘)、ほんとう系(ほーんと ↘ ほんとにそう
ですよね → 確かに ↘)、言い換え系↘、 繰り返
し系↘、 先取り系(先取り ↘ 先取りあいづち ↘) 
⑥納得の表示 
「感」： あー↘ 




「感」： あー ↗ 
「概」：いや系(いえ ↗ いや ↗)、そう系(そう ↗ そう
か ↗ そうなの ↗ そうかねー ↗ そうですか 
↗ あそうですか ↗ そうなんですか ↗)、ほんと





「感」： へーえ ↗  
「概」： そう系(そうですか ↘ そうなんですか ↘)、ほ
んとう系(あ、ほんとー ↘ ほんとー ↗)、繰り返し
系(繰り返し ↘ (文中部分) 繰り返し ↘(文末モ
ダリティ形式部分))、言い換え系 ↘、先取り系(先
取り →)  
⑨感情の表示 
「感」： えー↗(違和感)、へー ↗ (驚き)、ほー↗ (驚き) 
「概」： そう系(そう ↗ (驚き) あー、そうですか ↗ 
(驚き))、文末系(でしょ ↗ (喜び))、ほんとう系(ま
じー ↗ (驚き))、うそ系(うそー ↗ (意外))、すご
い系(すごい ↗ (驚き))、繰り返し系↗ (疑い) 











→6 B：うん。                             
[言い換えの例] 
会話例 14) 堀口1997：68の例文 
1 A：同じ年にはいったんですけど 
→2 B：同期生                       
[繰り返しの例] 
会話例 15) 堀口1997：64の例文 
1 A：カワウが飛んでたんですよ。 
→2 B：カワウが飛んでた。                 
[先取りの例] 
会話例 16) 水谷1984：270の例文 
1 A：きのう熱海のほうで大きな地震が… 





















































完結していない １ 共話 ２ 擬似共話
完結している ３ 質問-応答会話 ４ 対話
34 
 

















2 B：                 

















































3 A：何のスキルもないし。何というか・・・大学に通いながら  











                                                   
















































































































































水谷 1983 ○ ○
水谷 1984 ○ ○ ○ ○
小宮 1986 ○ ○ ○
黒崎 1987 ○ ○ ○ ○
水谷 1988 ○ ○ ○ ○
堀口 1988 ○ ○ ○
松田 1988 ○ ○ ○ ○
ザトラウスキー 1991 ○
メイナード 1993 ○ ○ ○ ○
堀口 1997 ○ ○ ○ ○ ○
黒崎 1995 ○ ○ ○ ○ ○
ザトラウスキー 2000 ○ ○ ○ ○ ○
宇佐美・木林 2002 ○ ○ ○ ○
古内 2003 ○ ○ ○ ○ ○

















会話例 25) 授業担当の先生についての話：A-B(20代男性同士)の会話 
1 A: でも「先生1姓」先生だったら、英語も…できるから… 





                                                   
11 3.1.の表 16 で詳述するが、本研究では「基本的な文字化の原則(BTSJ：Basic 
Transcription System for Japanese)による日本語話しことばコーパス(トランスクリ
プト･音声)2011 年版」の文字化の原則を援用する。BTJS から引用した会話例 25)～
29)で使われている記号を中心にその基準を提示すると以下の通りである。 
①…：文中、文末に関係なく、音声的に言いよどんだように聞こえるものにつける。 
②<   >{<}：同時発話されたものは、重なった部分双方を<   >でくくり、重ねられた
発話には、<   >の後に、{<}をつけ、そのラインの最後に句点「。」または英語式コ
ンマ 2 つ「,,」をつける。また重ねた方の発話には、<   >の後に{>}をつける。 
③【【 】】：［全角］第 1 話者の発話文が完結する前に、途中に挿入される形で、第 2







会話例 26) SARSで一時帰国した時の話：A-B(20代女性同士)の会話 
1 A: =うん、たまたま、なんかね、<SARSの騒ぎで>{<}<笑い>。 
2 B: <SARSで>{>}<笑いながら>。 
3 A: そう、1回ね、帰らされたみたいな(あー)感じなんですけど、もうね 
 [先取りの例] 
会話例 27) 受講した言語の授業の話：A-B(20代女性同士)の会話 
1  A: あのー、あっちの、なんだっけ??、オロチョン語とかなんか(うんうんうん)、なんか
2 B: ツングース語ね。 
3 A: ツングース言語,,            
 [問い返しの例] 
会話例 28) ベトナムの食べ物の話：A-B(20代女性同士)の会話 
1 A: でもフォーよりもっとおいしいものとかも、あるんですけどー                
2 B: あー、(うん)麺類で? 
3 A: うん麺類で(へー)。               
[遮りの例] 
会話例 29) 旅行地のトイレの話：BF03(20代前半女性)-OF01(年上女性)の会話  
1 BF03 あー、でもけっこう、一般住宅とか入ると、(うんうん)けっこう、あんまりまだ
衛生面そんなに<充実>{<}【【。 
2  OF01 】】<ちょっとね、>{>}1本入るとね【【。 





















































図 5 本研究の全体構成図 
次章ではデータの収集方法、分析方法を含めた本研究の研究方法について述べる。   
3章：研究方法と理論的枠組み




































































































































































                                                   
13 「基本的な文字化の原則（BTSJ）2011 年版：p.15-16」






→2B ははは<笑い>。  
3B 研究してるのかなー<笑い>という、ちょっとなんかのほほーんとやっておりま
すが。   
→4A いえいえいえ。  
5B あれですか、どういった関係のお仕事ですか?。  
6A あ、あのー会社自体はあのー食品を製造しているということで、ところで。 
→7B へー。  
46 
 















































<   >{<}  
<   >{>} 
同時発話されたものは、重なった部分双方を<   >でくくり、重ねられた発話には、<   
>の後に、{<}をつけ、そのラインの最後に句点「。」または英語式コンマ2つ「,,」をつけ































ない (大浜2002:4)」という指摘に基づき、「基本的な文字化の原則 (BTSJ：Basic 











図 7 20代大学生の性別差分析のための会話データにおける話者の組み合わせ 
次の図8は、20代と30代の母語話者の性別差・年齢差の把握のためのデータにおける会
話の組み合わせである。ここで用いるデータも、「基本的な文字化の原則(BTSJ：Basic 





























































































































対象とした。その際、レベルごとに総会話時間は 60 分以上を基準とした。60 分は会話
の長さとして十分であると判断したからである。日本語母語話者のデータの長さは 15 分














































































































                                                   




























































                                                   










































則(Basic Transcription System for Japanese: BTSJ)」をその活用法として提案してい
る。その主な内容をまとめると以下の図のように示すことができる。 
 



















展 し た 、 タ ネ ン
(Tannen,D.)ら
に代表される社
















言 語 学 的 ア プ
ローチ.





















































































































































































のことである(Brown & Levinson1987 / 田中他訳2011：99-100)。ブラウンとレビンソン











を行うか(Do the FTA)行わないか(Don’t do the FTA)を決定し、FTA を行う場合はフェ
イス侵害度によって、明示的に表現するか(on record)、ほのめかすか(off record)を決める。
そして、前者の場合は、軽減行為を行わずに明さまに表現するか(baldly)、軽減行為を行う






























Wx ： フェイス侵害度（FT 度） S：話し手 H：聞き手 
D ： 話し手（Speaker）と聞き手（Hearer）の「社会的な距離（Social Distance）」 
P ： 聞き手（Hearer）の話し手（Speaker）に対する「力（Power）」 
Rx： 特定の文化において、ある行為（x）が聞き手にかける負担の度合い 






























































































3 BM01：<業種に>{>}よるんですか。  
















































































































































表 17 本章におけるあいづち表現の分類 
1．丁寧体と普通体のスタイルの対応があるあいづち表現 




















































ない (大浜2002:4)」という指摘にもとづき、『改訂版基本的な文字化の原則 (Basic 







































































































































































感声的丁寧体 10.9 12.1 10.5 30.7 29.8 29.9 
概念的丁寧体 6.9 4.9 8.1 10.5 11.9 10.0 
感声的普通体 31.4 37.4 27.7 11.3 11.4 11.6 
概念的普通体 9.9 9.0 10.5 2.8 2.7 2.4 
感声的 37.2 32.5 39.8 40.3 40.0 41.6 
概念的 3.6 4.1 3.3 4.4 4.4 4.5 









































→ 1  BF3 東アジアの(うんうんうんうん)、なんかリレー 講義の(うんうんうん)言語の、あれとってて。 
2 SF2   もしかしてそれ、2年生の時にとりました? 
3 BF3   とりました。 
4 SF2   あ、じゃー 、緒だ、私も <2人で笑い>。 
→ 5 BF3   そうそう、写真見ましたよね。 
6 SF2   見ました、見ました。 
→ 7 SF2   ねー 、やっぱりね、そのときだ、うんうんうん。 
→ 8 BF3 スライドで、なんか(うんうん)、他の授業みんな眠ってるのに、あの授業だけ笑
ってたって感じの <笑いながら>。 





1 BM もう、「大学名2略称」もともと、「駅名6」に 
→2 SM ですよね。 
→3 BM はい。 
→4 SM そうですそうです。 
5 BM あの、飯盛山?。 
→6  SM あー、でしたっけ、はいはいはい(<笑い>)。 
7 BM 白虎隊の。 
→8 SM あー、はいはい、そうです(はい)。 









































































2 JBF あ、そうなんですか。 
3 JOF うん、10年弱くらいね<笑い>。 











1 JOF01 うん、そのほうが、うん、なんかやっぱり自分も勉強になりますよね。 
→2 JBF01 うんうんうん。 
→3 JOF01 あ、だから『間違えるんだ』、とか(うん)ねぇー、うん。 









会話例36) ゼミの話： BF(年下女性)-OF(年上女性)の話 
1 BF 同級生、中国から来てる人多いんで。 













































































表 20 丁寧体と普通体のスタイル対応がない場合のあいづち表現の使用 (％)  
































感声的丁寧体 10.9 12.1 10.5 30.7 29.8 29.9 11. 23.1 3.6 32.6 37.4 28.1 
概念的丁寧体 6.9 4.9 8.1 10.5 11.9 10.0 7.8 11.3 5.3 13.6 4.8 22.1 
感声的普通体 31.4 37.4 27.7 11.3 11.4 11.6 43.1 23.8 56.5 16.9 17.4 16.3 
概念的普通体 9.9 9.0 10.5 2.8 2.7 2.4 11.0 12.7 9.8 2.9 3.9 1.9 
感声的 37.2 32.5 39.8 40.3 40.0 41. 21.7 27.4 17.7 30.8 32.9 28.9 












1 BF で、2人1部屋。 
→2 SF ふぅーん、えー、じゃあスウェーデン語少しできるんですか?。 
3 BF うん、ちょっと、(へぇー)もう忘れちゃった。 
→4 SF へー、そうなんだ。 
5 BF うん、ほんと。 








































































































































































































































































                                                   
19 本章で用いた調査データは、20代の場合は男・女の同性同士のグループになっているの
























973 470 503 195 JBF03 11/39 





1080 503 577 196 JBF03 17/00 









1012 467 545 203 JBM03 15/52 





788 383 405 204 JBM03 20/58 









790 406 384 182 BM02 14/30 





1059 478 581 180 BM02 16/49 









904 387 517 181 BM02 13/30 





839 445 394 179 BM02 17/30 
185 BM03 20/00 

















① あ系 ：あ、あー、あーあー、など  
② うん系：うん、うんうん、ん、うーん、など  
③ え系 ：え、えー、ええ、など  
④ はい系：はい、はいはい、はあ、はーはー、など  
⑤ ふーん系：ふーん、ふん、ふんふん、など  
⑥ へー系：へえ、へー、など  






そうなんですね、そうなん ですよね、など  
② 丁寧な文末系(以下、ですね文末系と称す)：本当ですよ、本当
ですよね、す ごいですね、いいですね、いいんじゃないで







⑤ いや系：いえいえ、いや、やー、など  
⑥ なるほど系：なるほど、なるほどね、なるほどなるほど  





















































































表 23 対人関係による感声的あいづち表現の使用傾向 (実数：％) 
        あいづち 
対人関係 






①対同年女性  10.3(23)  5.4(12) 27.7(62) 54.5(122) 2.2(5)  100(224) 
②対年上女性  17.4(42) 0  34.7(84) 42.6(103)  5.4(13) 100(242) 
20 代
男性 
①対同年男性  18.2(46)  13.0(33) 45.8(116) 17.0(43)  5.9(15)  100(253) 
②対年上男性  20.4(41)  12.9(26)  38.3(77)  21.9(44)  6.5(13)  100(201) 
30 代
男性 
①対同年男性  16.3(52) 36.4(116)  28.8(92)  11.3(36)  7.2(23)  100(319) 
②対年上男性  18.1(76) 38.6(162) 29.3(123)  3.3(14)  10.7(45)  100(420) 
①対同年女性  21.6(55)  26.3(67)  27.8(71)  10.6(27)  13.7(35)  100(255) 




































































はい系 え系 あ系 うん系 ふーん系 へー系
図 21 小宮(1986)における「はい系」「え
系」「あ系」「うん系」の敬意と親しみ 






































































































はい系 え系 あ系 うん系 ふーん系 へー系 ほー系
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そうです系 ですね文末系 そう系 ね文末系
















2 BM01 そうですね。 
3  OM01 [息を吸う音]でてくるかな(うん)、と思うんですけどね(うん)、ええ。 
→4 BM01 なるほどねー。 
会話例39) 教員採用の年齢制限の話：BM01(30代男性)‐OF01(40代女性)の会話 
1 BM01 えー[深い一呼吸]、だって50から先生なんて。 
2 OF01 幅広い人材を登用(あー)するということで,, 
3 BM01 なるほど。 
4 OF01 いろんな経験を積んだ方が(あ)、先生になるのもいいんじゃないでしょうかね。 





























そうです系 ですね文末系 そう系 ね文末系









































































1  JSF02 旅行は、なんか留学生が日本課程多いから、(うんうん)なんか、結構、1回目
に行ったのは韓国で、(うん)それは韓国人の友達が(うん)結婚す 
るからって言うんで 
→2  JBF01 えー。 
3  JSF02 皆で結婚式に出ようって。 
4  JBF01 結婚式に? 
5  JSF02 うん。 
会話例41) 海外教師生活の話：JBF04(20代前半女性)-JSF02(同年女性)の会話 
1  JSF02 SARSのときに、“帰ってこないの”(<笑い>)って言ったら、“帰りたくな”
とか言って,, 
→2 JBF04 ええ↗、うそ、楽しそう<笑いながら>。 






























































































































































































































973 470 503 195 JBF03 11/39 





1080 503 577 196 JBF03 17/0 







1012 467 545 203 JBM03 15/52 





788 383 405 204 JBM03 20/58 







790 406 384 182 BM02 14/30 





1059 478 581 180 BM02 16/49 







904 387 517 181 BM02 13/30 





839 445 394 179 BM02 17/30 
185 BM03 20/00 








































① 先取り ：話し手発話の先を予測して言う発話 
② 言い換え：話し手発話と同じ内容を別の言い方で表現する発話 
③ 問い返し：話し手発話について質問する発話 







① 確認    ：話し手・聞き手の情報について発話内容を確認する役割 
② 相手助け：話し手の言い淀みまたは長い間を助ける役割 
③ 同意    ：話し手の発話と考えや意見が同様であることを示す役割 
④ 補足    ：話し手の発話内容に対し知らない情報を付け加える役割 
⑤ 共感    ：話し手の発話内容に対し、共感を示す役割 
⑥ 反論    ：話し手の発話内容と意見が同様でないことを示す役割 
























































先取り 7 13 6 7 2 1 3 1 40 
言い換え 5 6 0 5 0 1 0 0 17 
繰り返し 0 6 0 1 2 0 0 0 9 
問い返し 0 1 3 0 1 0 0 1 6 
遮り 0 0 1 0  1 1 2 5 























































































先取り 2 4 2 1 0 2 3 2 0 4 0 0 20 
言い換え 4 1 0 1 0 1 0 1 0 2 1 0 11 
繰り返し 0 1 0 0 0 2 0 0 0 3 0 0 6 
問い返し 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
遮り 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 























会話例 42) 台湾での暮らしの話：BF01(20代前半女性)-OF01(年上女性)の会話  
1  JOF01  生活レベルの、でも中国語だったら、(うん)あのー、向こうの人本当に親切 
なんで、(うん)あのどんどん話しかけてきてくれるし(あー)お店の人とか(へぇ 
ー)うん、何でもね、こう、語学の勉強になる場は沢山あるから、(あー)うん。 
2  JBF01  あ、じゃあ暮らしやすそうですね、<台湾って、すごく>{<}。 
3  JOF01  <あ、本当に、>{>}うん、本当にフレンドリーでね、すごく、うん、いいとこ
ろだと思いますよ。うですね<2人で笑い>。 






1  JOM02  あーでも今98きゅうはちでもね、間に合う(うーん)、間に合うように…。 
2  JBM03  そうですね、もう性能的にも全然、最新の買わなくても。 
3  JOM02  やっぱXPの、やっと出て、すーう(数)週間後にはまた数年後の新しいやつが
出ますよみたいなこと、新聞また書いて…。 
4  JBM03  そうですね、ああいうの次々に新しいの、 
5  JOM02 あ、メールはexpress使ってます? 
次の表31は、20代男性の年上相手と同年相手の共話的反応の型を示したものである。 













































先取り 1 0 3 2 0 3 1 0 1 2 0 0 13 
言い換え 0 0 0 2 0 3 0 0 0 0 0 0 5 
繰り返し 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 
問い返し 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 
遮り 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 











1 JSM02   で、「路線名1」線で来てるんで、(あー)はい、 
2 JBM01   けっこう歩きますよね、「駅名1」までは。 










1  OF01 でも、いいですね、こう、なんでもフランクに話せる<先生というのは>{<} 
2  BM01 <あー>{>}、ですけど大学生相手ですからね。 
3  OF01 やっぱり【【。 
4  BM01 】】やっぱり育てるというんだったら(<笑い>)、小学校か中学校でしょう。 
5  OF01 んー。 
















































































































































































































表 32 機能別にみたあいづち的反応の表現形式 (表 11 の再掲) 













「感」： ええ ↘、ふーん → 
「概」：そう系(そう ↘ そうか → そうなんだ ↘ そう
ですね ↘そうですか ↘ そうなんですか ↘)、ほ
んとう系(ほんと↗ほんとですか ↗)、言い換え系 
↗、繰り返し系 ↗  
③気持ち了解の
表示 
「感」： んん ↘、ええ ↘ えー ↘ 




「概」：そう系(あ、そうか ↘ あ、そうかそうか ↘ そ
うか ↘ そうだそうだ ↘ ああ、そうですか ↘ 
あ、そうですか ↘ そうでしたか ↘)  
⑶同意表示 
⑤共感の表示 
「感」：うん ↘、ええ ↘ 
「概」： そう系(そう ↘ そうそう ↘ そうそうそう ↘ 
そうね ↘ そうです ↘ そうですね ↘ そうで
すよね ↘ そりゃそうです(よ)ね ↘)、 文末系
(ねえ ↘)、ほんとう系(ほーんと ↘ ほんとにそう
ですよね → 確かに ↘)、言い換え系↘、 繰り
返し系↘、先取り系(先取り ↘先取りあいづち ↘) 
⑥納得の表示 
「感」： あー↘ 






「感」： あー ↗ 
「概」：いや系(いえ ↗ いや ↗)、そう系(そう ↗ そう
か ↗ そうなの ↗ そうかねー ↗ そうですか 
↗ あそうですか ↗ そうなんですか ↗)、ほんと





「感」： へーえ ↗  
「概」： そう系(そうですか ↘ そうなんですか ↘)、ほ
んとう系(あ、ほんとー ↘ ほんとー ↗)、繰り返し
系(繰り返し ↘ (文中部分) 繰り返し ↘(文末モ
ダリティ形式部分))、言い換え系 ↘、先取り系(先
取り →)  
⑨感情の表示 
「感」： えー↗(違和感)、へー ↗ (驚き)、ほー↗ (驚き) 
「概」： そう系(そう ↗ (驚き) あー、そうですか ↗ 
(驚き))、文末系(でしょ ↗ (喜び))、ほんとう系
(まじー ↗ (驚き))、うそ系(うそー ↗ (意外))、
すごい系(すごい ↗ (驚き))、繰り返し系↗ (疑い) 






































                                                   
20 また、機能の分類に関しては、日本語教育学を専攻している日本語母語話者(大学院生





















K1-T1 男-女 １ヶ月 １ヶ月 初対面 学生 2人 29分28秒
K2-T2 女-女 2ヶ月 ４ヶ月 初対面 学生 2人 22分55秒
K3-T2 男-女 2ヶ月 2ヶ月 初対面 学生 2人 18分20秒
②
中級
K4-T3 男-女 1ヶ月 4年 初対面 学生 2人 29分42秒
K5-T1 女-女 1ヶ月 450時間 初対面 学生 2人 29分47秒
K6-T8 男‐女 1ヶ月 3ヶ月 初対面 学生 2人 22分26秒
③
上級
K7-T4 男-男 3年 3年 初対面 学生 2人 28分27秒
K8-T5 女-女 6ヶ月 5年 初対面 学生 2人 29分51秒
K9-T7 男-男 9ヶ月 3年 初対面 学生 2人 29分27秒
④
超級
K10-T4 男-女 22年 2年 初対面 社会人 2人 26分52秒
K11-T6 男-男 5年 8年 初対面 学生 2人 30分28秒




J1-T1 女-女 初対面 主婦 2人 16分11秒
J2-T2 女-女 初対面 教師 2人 15分05秒
J3-T2 女-女 初対面 学生 2人 15分35秒










































初級 中級 上級 超級 NS





 くるって、んど、どういうふうにするんですか、   
会話例47) 好きな映画の話：T(インタビュアー)-I(インタビュイー初級 K2)の会話 
→1  T：ホラー(ん)、あ、ホラー映画(ん)、えー 
2  I：ホラ［ホラー］と、あ、ラブストリ、ラブストリー  





会話例48) ストリートライブを見た話：T(インタビュアー)-I(インタビュイー初級 K 
1)の会話 
  1 T：あーそう、ちょっとストリートライブってピアノは、ちょっと難しいですね 
→2 I：はいピアノも(ん)、町に(ん)、たくさんあります  




るところはアパートですか    











































































49 219 221 85 164








































いえ いや どうでしょうかねー ああそうですか






























































































会話例 51)企画会社の社長とのアポをとるロールプレイの話： T6(インタビュアー)- K8 
(インタビュイー超級)の会話 
1 K8： はい<おー>，【姓Ｂ】といいますが 
2 T6：【姓Ｂ】さんね 
→3 K8： Φ 【姓Ａ】社長さんでいらっしゃいますか 
4 T6： はいそうです 
→5 K8： はい，えっとー(ん)，突然ほんとに申し訳ございませんが 




























































会話例 52) 川の話：T1(インタビュアー)- K1 (インタビュイー初級)の会話 
1 T1：川<はい>，あ，川があるんですか<はい>，ふーん  
→2 K1：おー，あ3年まえー[前]は<はい>，とっても古い<えー>，でしたら[が]，今は，
きれいな     
 3 T1：え，川が，川が古かったんですか              





2  K8：Ｉ：＊＊＊着いたら連絡するわ〈ん〉，ん 
会話例 54)初対面のあいさつの話： T4(インタビュアー)-I(インタビュイー超級)の会話 
1 T4： はじめまして【姓Ａ】と申します 
→2 K7： いえいえあのーはじめまして，私あの，【姓Ｂ】と申します 
3 T4： え【姓Ｂ】さんでいらっしゃいますか<はい>, え【姓Ｂ】さんお国はどちらで
































 3  T6：あー，そうなんだ                     
会話例 56)日本の家族の問題の話：T4(インタビュアー)-K5 (インタビュイー上級)の会話 
1  T4：はー<はい>，じゃあこ，これは日本の問題ですね 
→2  K5：Φ→はい/ええ、それほんとに日本の問題だと思います 
3  T4：ん，あのー，どうしてこういうことが起こっていると思いますか 
会話例 57)住まいのお天気の話：T2(インタビュアー)- K2(インタビュイー初級)の会話 
 1  T2：そうですね<{笑}>，あの，{笑}東京はとても暑いので<ん>，いいと思いますよ
     {笑} 
→2  K2：Φ→そうですね、によん[日本}の天気が，もっと暑いです{笑} 
























































会話例 59)有名人を誘ったことについての電話話 ：T4(インタビュアー)-K5 (インタビュ
イー上級)の会話 
1  T4：そりゃそうだよね 
2  K5：そうだねー 
3  T4：いやすごいなー<あーあー>，見直したよ{笑} 
4  K5：やー，ほんと<ん>，今までどうやって私見たの<{笑}>{笑}，どう見たの 
5  T4：まじまじ冗談だけど 
→6  K5：はーい 




9  T4：ん，またね 
→10  K5：はい切るねー<はい>，はい，はい 









































す ね｣)，あのー，漁師の歌ですか<えーえー{息を吸う音}> (省略)  
会話例 61) 大学受験の話：T3(インタビュアー)- K3 (インタビュイー中級)の会話 
1 K3：はい(ふーん)，はい 
→2  T3：ということはてん，試験は全員が受けます(③はい，はいはいはいはいはい→｢は
     い｣)，＊＊＊ですか，で，その中から順位ができちゃいますね(③そう，そうで





























合 計 107 



































表 37  ｢KJL/NS｣における｢はい/ええ｣の機能別出現傾向  
 機能 
KJL NS 
言語能力レベル はい ええ はい ええ 
｢傾聴｣ 
初級 20 0 
117 42 
中級 171 0 
上級 140 0 
超級 52 5 
｢理解｣ 
初級 52 0 
14 0 
中級 34 0 
上級 27 0 
超級 11 0 
｢同意｣ 
初級 28 0 
50 17 
中級 41 0 
上級 20 0 
超級 13 0 






                                                   
23 第 5 章で「ええ」は 20 代より 30 代での使用が多いと言及したが、今回フォローア
ップインタービューにに協力してくれた日本語母語話者はの年齢構成は 20 代 1 名、








- K8 (インタビュイー超級)の会話 
   1  K8：【姓Ａ】社長さんでいらっしゃいますか  
2  T6：はいそうです  
→ 3  K8： はい，えっとー<ん>，突然ほんとに申し訳ございませんが  

























会話例65) 日本語教師の生活の話：T2(インタビュアー)-K2 (インタビュイー初級)の会話 
1 K2：んー，生活は，おもしろかったです，おもしろいですか 






















































中級 10 0 0 0 0 0 
上級 6 5 0 0 0 0 
超級 8 2 0 0 0 0 
同意 
中級 7 0 1 1 0 0 
上級 12 0 0 0 0 0 
超級 10 0 0 0 0 0 
否定 上級 0 0 0 0 1 1 
計 53 7 1 1 1 1 







 a. ｢いえいえ｣｢おー/おーおー｣などの母語(韓国語)の使用 
 b. あいづち的反応が必要な場面での不使用 
2. 日本語のスピーチスタイルの影響と考えられるあいづち的反応 
 a. 初対面の目上の人に対する｢なるほどね｣ 
 b. 同一会話内における不安定なスピーチレベル 
3. 母語と目標言語との影響と考えられるあいづち的反応 
 a. 同じ表現形式の繰り返し 
137 
 
 b. 待遇性の低い｢ん｣のあいづち的反応を用いるため、談話の待遇レベルが不安定 
4. バリエーション不足による影響と考えられるあいづち的反応 
 a. ｢はい｣の過剰般化 

















































































































K1-T1 男-女 １ヶ月 １ヶ月 初対面 学生 2人 29分28秒
K2-T2 女-女 2ヶ月 ４ヶ月 初対面 学生 2人 22分55秒
K3-T2 男-女 2ヶ月 2ヶ月 初対面 学生 2人 18分20秒
②
中級
K4-T3 男-女 1ヶ月 4年 初対面 学生 2人 29分42秒
K5-T1 女-女 1ヶ月 450時間 初対面 学生 2人 29分47秒
K6-T8 男‐女 1ヶ月 3ヶ月 初対面 学生 2人 22分26秒
③
上級
K7-T4 男-男 3年 3年 初対面 学生 2人 28分27秒
K8-T5 女-女 6ヶ月 5年 初対面 学生 2人 29分51秒
K9-T7 男-男 9ヶ月 3年 初対面 学生 2人 29分27秒
④
超級
K10-T4 男-女 22年 2年 初対面 社会人 2人 26分52秒
K11-T6 男-男 5年 8年 初対面 学生 2人 30分28秒




J1-T1 女-女 初対面 主婦 2人 16分11秒
J2-T2 女-女 初対面 教師 2人 15分05秒
J3-T2 女-女 初対面 学生 2人 15分35秒
J4-T1 女-女 初対面 主婦 2人 17分55秒
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会話例 71) 仕事の話：T3(インタビュアー)- K3 (インタビュイー 中級)の会話 
1  T3：ふーんスポーツマネージメント(はい)，難しい名前ですね(そうですね)，ん(ん)，
どんなことを，例えば,,     
2  K3：えー例えばーなんか，エージェントとか  
3  T3：えー                                    
会話例 72) 仕事の話：T1(インタビュアー)- K4 (インタビュイー 中級)の会話 
1  T1：何かね，あのーそういう服をあの，せ，生産して輸出して(はい)，若干オーダーも
受けてってやってる中で(はい)，えーと，日本，どちらかというと若い人の服で
すか，それとも,,    
2  K4：あーはいはい(若い人，んー)，20代の人   
3  T1：あの日本の(はい), 若者に合う服と(はい)，韓国の若者に合う服と(はい)，何か違い
























































































2  K8：あー(ん)，けっこう違うと思います  






























































































会話例 75) ゴミの出し方の話：T2(インタビュアー)-J2(インタビュイー母語話者)の会話 
  1 T2 ：え、あのーこのーあのーご近所では、月、水、金が(はい)燃えるゴミの日、,, 
2  J2 ：月、水、金ですね。 
3  T2 ：ええ。                                                      
会話例 76) 悩み事の話：T1(インタビュアー)-J1(インタビュイー 母語話者)の会話 
   1  T1：全然ございませんね。(ああ、そうですか)はい、ただ…   
2  J1：で、今のありのままでだいたい満足してらっしゃる。 
3  T1：はい。でも鳥の狼藉に(ええ)困っておりますが(ええ、ええ、例えばどういう)そ





















































































































































































































































                                                   
24 嶺川(2000)はブレイクダウンについて、「それまで垂直な方向(vertical)に流れていた
コミュニケーションが停滞し、コミュニケーションの流れが水平な方向(horizontal)













表 42 調査データの概要 
会話グループ名 初対面男性ベース雑談 初対面同性同士雑談(男・女) 








データ数(総分数) 18会話(295分39秒) 16会話(272分18秒) 
音声付き ○ ○ 
総発話数 5396 5375 












会話例 77) ベトナム留学の話：A-B(20代女性同士) の会話 
1 A:あ、1年明けて、(ふぅーん)2年生が終わってからベトナム行って。 
2 B:うん、3年生をやって,, 
3 A:やって。             




会話例 79)大学実習の話： A-B(20代男性同士)の会話 
1 A:それはそれでやって、それとはまた<別でという>{<}感じで。 
2 B: <個別で>{>}。 















                                                   
25 先述の注釈11、表16でも説明したようにBTSJでは、①文中、文末に関係なく、音声的
に言いよどんだように聞こえるものには「…」の記号を、②同時発話され重ねられた発






1 A: えっ、その研修っていうのはその授業で、参加者で行ける…。 
2 B: 行ける…んですよ。 
3 A: あー、 そうなんだ=。 
会話例 81)出身地の話：A(30代男性)-B(30代女性)の会話 








会話例 82) できる外国語の話：A-B(20代女性同士)の会話 
1  A: あの、研究言語で【【。 
2  B: 】】うん、スウェーデン語やっててー。 
3  A: あ、ありましたよね? 。     
会話例 83) 山登りの話：A-B(30代男性同士)の会話 
1  A: もっと山に<行くなら>{<}【【。 
2  B: 】】<ま>{>}、北海道に比べればないと<笑い>。 
3  A: いやでも埼玉でも、友達がいう、なんかあっちの何だっけ、東松山とか,, 
会話例 84)  場所の説明の話：A(20代女性)-B (30代男性)の会話 
1  A: 東京に来た私が来たのは【【。 
2  B: 】】あ、いや、私も7前にと、東京に戻ってきたので,, 
3  A: あっ、<そうなんですか>{<}。 
以上、共話をなす話し手の先行発話の表現形式として「言いさし」、「言いよどみ」、「遮
られ中止」などが確認できた。そして、これらの表現形式は「聞き手への遠慮の気持ちを





























1 A: そうそう、「先生3姓」先生で、もう学部も、院も。               
2 B: うん、じゃあ、ほんとに言語学って感じで(うん)みっちり。 




会話例 86)＝27)受講した言語の授業の話 A-B(20代女性同士)の会話 
1  A: あのー、あっちの、なんだっけ??、オロチョン語とかなんか(うんうんうん)、なんか。
                    
2 B: ツングース語ね。 
3 A: ツングース言語,,            














会話例 87＝(28))ベトナムの食べ物の話： A-B(20代女性同士)の会話 
1 A: でもフォーよりもっとおいしいものとかも、あるんですけどー。           
2 B: あー、(うん)麺類で? 
3 A: うん麺類で(へー)。              
会話例 88)海外で日本語を教える話：A-B(20代女性同士)の会話 
1  A: うん、えーなんか、向こうでなんか交流してた(うん)日本語を学んでる人に教えよ
うと思っても、(うんうん)なかなかぜんぜんなんか…。                  
2 B: なんかペースとかも、(<笑い>)質問とかも変じゃないですか?<笑い>。 














会話例 89) 優勝野球チーム所属の選手の話：A(40代男性)-B(30代男性)の会話 
1  A: そのときはさすがにま、盛り上がってね、それ以降はなかなかね、<あのう…>{<}
【【。           
2 B: 】】<なんか>{>}紫のユニホーム姿で…。 
3 A: そうそうそうそうそうそう<2人笑い>。   
会話例 90)傷跡の話 :A(30代男性)-B(20代女性)の会話 
1 A: と、あと顔もですねー、うん、ここらへん、こう…、えーと、だー、ここら辺にあ
りますねー、<これが>{<}【【。        
2 B: 】】<こっちー>{>}反対ー<ですね>{<}。 
















1  A: こっち夕方にでて、行って停泊して(あー)朝8時くらいに(あぁ)出れるって形で。 
2 B: 船の中泊まるんですね、じゃあ、そういうと。 
3 A: なんかそれもすごかったですよ、なんか。  
会話例 92)＝25) 授業担当の先生についての話：A-B(20代男性同士)の会話 
1 A: でも「先生1姓」先生だったら、英語も…できるから…。 
2 B: そうですね、「先生1姓」先生英語すごいですね<笑い>。 
3 A: もうホントに、すらすらとこう、原文、読んでいらっしゃるじゃないですか(うーん)?













会話例 93) ＝26) SARSで一時帰国した時の話：A-B(20代男性同士)の会話 
1 A: うん、たまたま、なんかね、<SARSの騒ぎで>{<}<笑い>。 
2 B: <SARSで>{>}<笑いながら>。 




1 A: で、普通に、もうメールで。 
2 B: メールで、来ますもんね。 
3 A: で、いち、最近驚くのはあの、大学でもう、ね、あの、なんかもう連絡はメールでね。 













図 39 共話出現数の集計方法と出現状況 
                                                   

































































遮り 4 補足 4
問い返し 2 相手助け 2

















問い返し 3 確認 3
















形式 回数 共話的反応の型 回数 機能 回数































































































































予測 理解不足 理解 納得不足 納得






























































第 11 章 日・尼接触場面における日本語学習者と母語話者の共話の運用 
 
 


























                                                   
27 (注釈8と同様)国際交流基金「2012年度日本語教育機関調査結果概要抜粋」 
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/dl/survey_2012/2012_s_excerpt











































































































































































































表 47 共話的反応と共話の出現数 
会話番号 1 2 3 4 5 
話者記号 J1 I1 J2 I2 J3 I3 J4 I4 J1 I5 
共話的反応の数 8 11 4 0 4 3 1 5 6 7 












1 J1 で、ご主人はそのまま就職,, 
2 I1 ではなくて、えっと、博士まで。 
3 J1 あ、[地名4]の？【【。 
言いよどみ 
■適当な表現がすぐに出てこず、口ごもる発話 
1 I3 そのくらい、はーい、もう（笑い）… 
2 J3 じゃあ、終わります。 




1 J4 あー、そうですよね。なんかよく日本のご飯て、食べ物は（はい） 
あの、油だけでも、<そのポークの>{<}【【 
2 I4 <そうですね>{>}（はい）それはそこまで確認するの、ま<難しいで 
す。はい。>{<} 






1 J1 あ、道を聞く？あー東京駅に行きたい 
2 I5 道を聞くときに、はい、東京駅に行きたいですか,, 
3 J1 どうやって行ったらいいですかみたいな（はい）、ああ 










1 J3 道の… 
2 I3 方法 
3 J3 あっ、道を聞く？ 
4 I3 はい、道を聞くとか  
問い返し 
■話し手発話について質問する発話 
1 I1 いや、んー、まあ、実は主人の仕事で【【 





1 I3 おすすめのインドネシアの【【 
2 J3 】】今まで言ったのじゃないやつ 
3 I3 おー、それはね、えっとー、[地名2]の（うん）料理はどうですか？ 
繰り返し 
■話し手発話を同じ言い方で反復する発話 
1 J4  暖房は,, 
2 I4  あー、暖房は、あのつけました。 







2 J2  言語学の博士。おー、なんか大学の先生,, 
3 I2  はい。 
相手助け 
■話し手の言い淀みまたは長い間を助ける役割 
1 I3 行くとしたら,, 
2 J3 日本に、行くときに、この日本語は覚えてた方がいいよっていう、 





2 I1 ないんですよ、ヨロシクオネガイシマス。 
3 J1 でも、大切？ 
補足 
■話し手の発話内容に対して知らない情報を付け加える役割 
1 J4 えー、やっぱり、インドネシアは暖かい国だから【【 
2 I4 はい、そうです。一年中いつも暖かいので初めてそんなに(うん） 
寒いところに、はい 






2 I1 Yさん、うん、別の友達 








表 49 話し手発話の表現形式の出現数 
表現形式 日本語母語話者 インドネシア人日本語学習者 
言いさし 16 9 
言いよどみ 4 10 
遮られ中止 6 4 




表 50 共話的反応の型の出現数 
反応の型 日本語母語話者 インドネシア人日本語学習者 
先取り 8 15 
言い換え 2 5 
問い返し 6 1 
遮り 1 1 
繰り返し 6 4 





表 51 共話的反応の型の機能の出現数 
機能 日本語母語話者 インドネシア人日本語学習者 
確認 12 3 
相手助け 5 5 
同意 2 2 
補足 4 14 
反論 0 2 
























1  I4  あの、いいえ、朝起きたときに、痛く、痛くてびっくりしました。で【【 
2  J4  暖房は,, 
3 I4  あー、暖房は、あのつけました。 
4  J4  つけても朝起きた時に、あのー、痛いですね。 
5  I4  つけても朝起きた時に、あのー、痛いでした。あのーうんはい。（へー）そして私
だけではなく他の人も（ほー）何人か、あのー、同じ、はい、痛いです。 
6 J4  えー、やっぱり、インドネシアは暖かい国だから【【 











1  J1 あ、道を聞く？あー東京駅に行きたい 
2  I5  道を聞くときに、はい、東京駅に行きたいですか,, 
3  J1 どうやっていったらいいですかみたいな (はい) 、ああ 


















2 I3 津波？ 
3 J3 っていう 
補足 
1 J5 へー、で、インドネシアでは… 
2 I1 インドネシアでは不動産と留学エージェント 
3 J5 へえ、留学？ 




2 I1 ないんですよ、「ヨロシクオネガイシマス」 
3 J1 でも、大切？ 
相手助け 
1 J4 え[地名12]て、え… 
2 I4 あ、上です。北海道の下、埼玉、[地名12]、でもまだ本州 
3 J4 えー、結構じゃ寒い 
反論 

















1 I1  いや、んー、まあ、実は主人の仕事で【【 
2 J1  あ、もう、結婚しているんですか  





会話例98)  住まいの話：J1-I1の会話 
1 J1  あーえじゃあ、えとーご主人も[地名1]に,, 
2  I1  そう、主人も[地名1] （あー）。子どもも（へー）。 
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したと思われる部分は    で示した。 
会話例100) 卒業後の話：I2-J2の会話 
1 I2  【【えっと、言語学の…、          
2  J2  言語学の博士。おー、なんか大学の先生,, 
3  I2  はい。 
4  J2  を目指す、】】 
184 
 
5  I2 【【はい。 
6  J2  あー。で、えっと、国内で教えますか？  
会話例101)＝98)  住まいの話：J1-I1の会話 
1 J1  あーえじゃあ、えとーご主人も[地名1]に,, 
2  I1  そう、主人も[地名1] （あー）。子どもも（へー）。 





































   














































































会話例102) 子ども向けの本の話：I2-J2の会話  
1 I2  子供向けの雑誌とか,,         
2 J2  はい、はい。なんかね、例文とか,,  
3 I2  はい。 














1 J1  へーあそうなんだ、じゃ金曜日は休みなんですか？ 
2 I5  金曜日は休み 
3 J1  あー、授業は金曜日だけ？大学院は 
4 I5  金曜日と土曜日,,            
5 J1  だからいっしょにできるんですね 
6 I5  はい、だから… 
7 J1  あーなるほど、じゃあこれからもじゃその日本の会社なんですか。それも 
8 I5  そうなんです、日本の会社です 




会話例 104) バンドンの渋滞の話：I4-J4の会話 
1 I4  はい、結構、あの、渋滞が,,        
2 J4  渋滞が、[地名2]て渋滞が多いですよね。 











1 J1  じゃあ、東京にはまだ,, 
2 I5  まだ、遠いですね、大阪から（うーん）もし新幹線で【【 
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1  J1  あじゃ、よくよく日本には,, 
2  I1  そうですね、年に3回くらい 








1 J1  あ、じゃあ、インドネシアに,, 
2 I1 そう、インドネシアに（へー）[地名1]に（あー）私は[地名1]に住んでいます。 












会話例108)  知り合いの話：J1-I1の会話 
1 J1 Hさんて、なご今[N]学の博士課程の方とこの前学会で会って（うん）、で、その彼
女が[地名5]から東京に来たんですけど、その後[T]大学、多分そのY先生,, 
2 I1  Yさん、うん、別の友達 












1 J1  へーでも（はい）、やっぱなんかその、覚えやすいからね,, 
2 I5  そう、そうですね、なんか国際名前 






















1  J1  で、ご主人はそのまま就職？ 
2 I1  ではなくて、えっと、博士まで,,          
3  J1  あ、[地名4]の？【【。 








会話例111)  東北体験の話：I4-J4の会話 
1 J4 あっ、何月行ったんですか。 
2 I4 あー、３月でした。（あっ）３月の中旬（うん） 
3 J4 中旬、雪あるんで、す、,, 
4 I4 まだ少し、はい（あー）、そのとき初めて見ました。はい。 
5 J4 え[地名12]て、え… 
6 I4 あ、上です。北海道の下、埼玉、[地名12]、でもまだ本州 
7 J4 えー、結構じゃ寒い 






















































































































































































































49 219 221 85 164
計 199 310 296 144 267 
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いえ いや どうでしょうかねー ああそうですか



















































































일본어로 단순히 ‘당신의 이야기를 경청하고 있어요’라는 뜻을 전할 때는
「はい」를 사용합니다. 하지만 친구끼리는「うん」을 사용해도 괜찮지만
선생님이나 윗사람에게 사용하는 것은 적절하지 않습니다. 따라서 선생님에








단순히 듣고 있다는 뜻만이 아니라, ‘알고 있다’는 ‘이해’의 의미를 나타낼 때도
「はい」를 사용합니다. 「ええ」도 같은 의미로 사용할 수 있습니다. 둘을 함께
사용할 수도 있습니다. 
한국어로는 이해한다는 것을 나타낼 때 ‘오-오-’라고 말할 수 있지만, 일본어는
「おーおー」라고는 말하지 않습니다. 이해했다는 것을 전달할 때는「はい/え
え」등으로 맞장구칠 필요가 있습니다. 그러나 감정(감탄이나 놀람등)을 표현할
때는「おーおー」로 맞장구쳐도 OK ! 
はい/ええ
ナガイ先生 ：雨が降ったら今夜のジャイアンツの試合は中止になりますからね。
















남의 말을 듣고「はい」만으로 반응하면, 상대방의 말에 흥미관심이 없어
보이거나, 상대방의 말에 귀를 귀울이고 있는지 어떤지 불안감을 줄 수 있
습니다. 따라서 가끔씩은 「そうですね」와 같은 맞장구표현도 사용하면














「はい」는 ‘듣고 있습니다’ 나 ‘알고 있습니다’의 의미만이 아니라, ‘나도









일본어는 동의를 강하게 나타낼 때「あーあーあー」라고는 맞장구 치
지 않습니다. 한국어의 영향으로 이렇게 말하기 쉽지만 주의할 필요가











한국어는 친밀도나 상하에 관계없이 반복해서 말하는 것이 오히려 상
대방에게 성의를 나타내거나, 말하는 내용에 대한 관심을 나타내므로
실례가 되지 않습니다. 그러나 일본에서는 어릴 때부터「대답은 한 번
만」하는 것으로 교육을 받는 탓에 상대방의 말에 친한 친구가 아닌
경우에는 「はいはいはい」처럼 반복해서 맞장구 치는 것에 거부감
을 느끼는 사람이 많은 것 같습니다.
はい
マユコちゃん：クリスマスパーティーはみんな楽しみにしているようね。









‘나도 그렇게 생각합니다’고 ‘동의’ 할 때도「はい」만 사용하면 재미가 없
겠죠. 오히려 상대방의 말에 흥미관심이 없어보이거나 상대방의 말에 귀를
귀울이고 있는지 어떤지 불안감을 줄 수 있습니다. 때때로 「ほんとうに」







이전에 배운「そうですね」는 ‘알고 있습니다’라는 ‘이해’를 나타낼 때










































































































































































































































1．はい ↘ はあ ↘，え ↘，ふん ↘
2．(オウム返し、単純な聞きかえし的な) 繰り返し
｢相手の話しを理解している｣ことを表わす場合
1．ええ ↘，ふーん →、えー ↘、あー
2．そう ↘ そうか → そうなんだ ↘ そうですね ↘ そうですか ↘ そうなんですか↘，そうでしたか ↘


























































































































































A： へーえ ↗ 
B： そう系（そうですか ↘ そうなんですか ↘），ほんとう系(あ、ほんとー ↘ ほんとー ↗)，繰り返し ↘ ，言い
かえ↘，先取り →
●興味․関心の表示
A： へーえ ↗ 






































































































































































































































































































































































































 a. ｢いえいえ｣｢おー/おーおー｣などの母語(韓国語)の使用 
 b. あいづち的反応が必要な場面での不使用 
 日本語のスピーチスタイルの影響と考えられるあいづち的反応 
 a. 初対面の目上の人に対する｢なるほどね｣ 
 b. 同一会話内における不安定なスピーチレベル 
 母語と目標言語との影響と考えられるあいづち的反応 
 a. 同じ表現形式の繰り返し 
 b. 待遇性の低い｢ん｣のあいづち的反応を用いることによる、談話の待遇レベルの不安定 
 バリエーション不足による影響と考えられるあいづち的反応 
 a. ｢はい｣の過剰般化 































































































































































































































































                                                   
31 2015 年 9 月 03 日、NINJAL 合同シンポジウム「正しい日本語」ってなに？:コー
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尾崎明人・中井 陽子・椿由紀子(2010)『(日本語教育叢書 つくる)会話教材を作る』関 























































国立国語研究所(1982)『談話の研究と教育 Ⅰ (日本語教育指導参考書)』大蔵省印刷局 
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9 分 58 秒 
話者記号 






発    話    内    容 
1 J1  どこで留学していたんですか。 
2 I1  えーと、去年までは[地名 4],, 
3 J1  [地名 4]に？ 
4 I1  はい 
5 J1  あー、え一年間？ 
6 I1  いや、んー、まあ、実は主人の仕事で【【 
7 J1  あ、もう、結婚しているんですか 
8 I1  
そうなんですよ、（へー）で、子どもたちもいっしょに（へー）[地名 4]
にいて 6 年間くらいかな。 
9 J1  あ、やっぱり,, 
10 I1  
で、去年帰国して（はい）、で、こちらの大学に進学、うふふ、しまし
た。 




12 I1  いやいやいや、やっぱりね、外国人＜笑い＞というか… 
13 J1  えーでも、お子さん何歳くらいなんですか。 
14 I1  
主人、え、あ子どもが、長男、もうダイ、いや、大学じゃなくて高校 2
年生。 
15 J1  え？待って＜笑い＞じゃあ今って、じゃあ,, 
16 I1  そう、43 才です 
17 J1  ＜笑い＞'わかんない、えー 
18 I1  いやいやいやいや、もう子どもも 3 人いるし。 
19 J1  え、じゃあ、お子さんはむす息子さんですか。 
20 I1  はい、みんな男。 
21 J1  えー、じゃあ、なに、日本の高校とか行ってたんですか。 
22 I1  
そうですね。ふつうの日本の高校。えっと、長男はやっと、えっと竹園
高校という高校,, 
23 J1  え、その[県名 1]の、はー 
24 I1  受かりました。 
25 J1  え、で、今は？ 
26 I1  今は、まあ、残念なんですけど引っ越しました。 
27 J1  あ、じゃあ、インドネシアに,, 
28 I1  
そう、インドネシアに（へー）[地名 1]に（あー）私は[地名 1]に住んで
います。 
29 J1  私、この前、今度、[地名 1]に行こうかなーって,, 
30 I1  え、いつ？是非是非 
31 J1  
思ってたんですけどー、でも、なんか、時間が土日だけじゃ短いですよ
ね？ 




33 J1  土曜日の夜 
34 I1  それを毎週 
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35 J1  毎週？（うん）土曜日の夜に出て、日曜日の朝に着く？ 
36 I1  はい 
37 J1  
あ、それで行こうかな。で、日曜日の朝着いて、で、もう、そしたらあ
んまり[(インドネシア)地名 2]観光する時間はあんまりないから,, 
38 I1  まあ、[地名 6]とかね 
39 J1  そう、[地名 6] 
40 I1  そのあたり、[地名 1]シティーだけ,, 
41 J1  土日はでもやっぱ混んでますよね 
42 I1  ああ、[地名 1]は（あー）[地名 2]と同じかなあ、けっこう混んでます 
43 J1  じゃあ、毎週電車で？ 
44 I1  私は電車で 
45 J1  えーーーー 
46 I1  うん、大変です 
47 J1  すごーい、えー、ど、ど、その予約とか大丈夫なんですか 
48 I1  
んー、そうですね、予約はせめて一週間前、まあ二週間前だともっと安
くできるので,, 
49 J1  
あー、やっぱり。あーそうなんですね、じゃあ、いつも通ってるんです
か 
50 I1  通ってます 
51 J1  あーえじゃあ、えとーご主人も[地名 1]に,, 
52 I1  そう、主人も[地名 1]（あー）。子どもも（へー）。 
53 J1  でももう息子さんたちって、日本の方が長い、わけではないか。 
54 I1  んー、長男と次男は[地名 3]で生まれてて 
55 J1  えー 
56 I1  そうなんです 
57 J1  あじゃ、もともと[地名 9]じゃなくて[地名 3]にいたんですか。 
58 I1  
じゃなくて[地名 3]でした。1994 年だったかな。（えー）で、その時私
は留学して主人と知り合って【【 
59 J1  え、あ、もともとじゃあ留学で日本に行って【【 
60 I1  それで知り合って 
61 J1  で、ご主人はそのまま就職,, 
62 I1  ではなくて、えっと、博士まで。 
63 J1  あ、[地名 4]の？【【。 
64 I1  いや、[地名 4]じゃなくて[K]大学でした。 
65 J1  
あー、へー、じゃ、ご主人、じゃあ今なんか大学とかで働いてるんです
か。 
66 I1  研究員としてやってますね。 
67 J1  文系ですか。 
68 I1  いや、あの津波＜笑い＞,, 
69 J1  津波の研究？はー 
70 I1  
はい、やっていました、だからつくば市内、なんというか研究所（は
い）があるので（はい）、その、なんという… 
71 J1  あー、なるほどあの、ね、ありますよね。 
72 I1  そこで、そうそうそうそう、そこであのー6 年間くらい研究をして,, 
73 J1  
あ、そうだったんですか（うん）。ど、えで、かえ、か戻られたの最近
なんですか。 
74 I1  去年でした。 
75 J1  
へー、あそう、じゃ、え息子さんとかどうですか、逆にインド、逆のな
んかこうカルチャーショックじゃないですけど 
76 I1  そうですね 
77 J1  日本に慣れちゃってますよね。 
78 I1  
うんーそうなんです。えーと、大変でした、去年は（うーん）、インド
ネシア語もできなくて,, 
79 J1  あ、やっぱ、そうなんですか。 
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81 J1  え、今？へー 





83 J1  へー、おもしろい。 
84 I1  おもしろいでしょ。 
85 J1  [地名 1]で会いたかった。 
86 I1  うん、是非是非、今度いつでも。 
87 J1  
えーそうなんだ、へー、すごいな、いろいろ聞きたかったな。そうなん
ですか。 
88 I1  その研究もいいかもしれない＜笑い＞ 
89 J1  
ねー。あ、そう、じゃあ、やっぱまだ兄弟同士はまだ日本語で話をして
るんですか。 
90 I1  そうなんです。 
91 J1  
へーそれはすごいですね、そうなんだー、ほー、おもしろい。[地名 1]行
きたかったな。じゃあもし平日に行ったら会えます？ 
92 I1  え、いつ？ 
93 J1  平日なにされてるんですか。 
94 I1  
私ね（うん）、実はね（はい）、秘密（はい）なんですけど、月曜日日
本に行くんです。 
95 J1  え？あ、そうなんですか。 
96 I1  そう、十日だから、来週の 27 日、来られないんです。 
97 J1  あーえ、家族で？【【 
98 I1  いや、家族じゃなくて仕事で,, 
99 J1  あ、へー、どこにですか？ 
100 I1  東京と[(日本)地名 4]。 
101 J1  あ、本当に？（うん）今東京、けっこう寒いんじゃないですかね 
102 I1  そうですね 
103 J1  
そうですかね、じゅう、もう 10 月なるか、あーも、あ、まだなんない
か。 
104 I1  うん、でも台風もけっこう来ます。 
105 J1  来てると思うし。あー、そっか、そっか、月曜日から,, 
106 I1  月曜日から来週の水曜日 
107 J1  うわーちょとじゃあ今度 
108 I1  え、いつ帰国しますか？ 
109 J1  29 です。 
110 I1  29？で、また？ 
111 J1  まだ日本にいます？その時。 
112 I1  ううん、そう 31 日まで 
113 J1  あじゃ、よくよく日本には,, 
114 I1  そうですね、年に 3 回くらい 
115 J1  
あ、ほんとに？じゃあ、ちょと今度日本に来たとき連絡してください
よ。 
116 I1  そう、是非是非、もし、[地名 1]に【【 
117 J1  [地名 1]にも行きたかったの 
118 I1  
あのね、[T]大学の教師、まあうちの先輩（はい）なんですけど Y さんと
いう人 
119 J1  はい、あ！ 
120 I1  [人名(SY)] 
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121 J1  
多分あの、聞いたことある。というか、その、この前[N]大学の、あの、
H さんてご存じ？知らないですよね？ 
122 I1  [人名(H)]？ 
123 J1  
H さんて、なご今[N]学の博士課程の方とこの前学会で会って（うん）、
で、その彼女が[地名 5]から東京に来たんですけど、その後[T]大学、多
分その Y 先生,, 
124 I1  Y さん、うん、別の友達 
125 J1  あ、学生ですか？ 
126 I1  いや、教師。留学生センターで。 
127 J1  インドネシア語の出来る人、ではない 
128 I1  いや、できない。 
129 J1  あ、じゃないか。 




131 J1  あ、そうなんですか 
132 I1  彼女はまあこのあたりに（へー）、うん、一人で散歩してね。 
133 J1  
あ、そうだ、あ、も、あのふつうにあれで、来ててプライベートで来て
たんですか 
134 I1  そうですね。で、いっしょに日本に 
135 J1  あじゃ、今 Y さんも,, 





137 J1  ふーん、そうなんだ。 
138 I1  で、日曜日[地名 1]に戻って,, 
139 J1  にいっしょに帰る？ 
140 I1  月曜日いっしょに帰る。 
141 J1  あー、そうなんだー 
142 I1  是非是非今度あの 
143 J1  
本当に[地名 1]行きたくて、なんか、なんでしたっけあそこ。きれいな、
あのー、なんだっけ 
144 I1  なんて？ 
145 J1  えっと、日の出が見えるっていう、えーと、なんだっけな、お寺… 
146 I1  ああ、プランマンナン・[地名 6]？ 
147 J1  ああ、[地名 6]。そうそうそうそう。 
148 I1  [地名 6]ね、一時間くらい。 
149 J1  そこも行きたかった。 
150 I1  是非。いつでも。連絡して。 
151 J1  はい。ちょっと、連絡先 
152 I1  ちょ私の名刺持ってこなかった。 
153 J1  あ私も名刺持ってこなかった、今日 
154 I1  facebook でも 
155 J1  あ、facebook で、わーそうなんだ 
156 I1  
えーと、うーんそうだね、私はなんか今日バタバタで、あの名刺とかな
んか何も持ってこなかったし。 
157 J1  
すいません、私もね、いつも、あー、なんでいっつも忘れちゃうんだろ
う。あ、これ、よかったらうちの大学のね、ボールペンなんですけど。 
158 I1  あ、すみません。ありがとうございます。 




160 I1  私書きましょうか。 
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161 J1  おねがいします。じゃあここに 
162 I1  んと、私の facebook の名前と自分の,, 
163 J1  
私もここに書きましょうか。えー、それはでも息子さんとか会いたかっ
たな、なんか。 
164 I1  そうですね、是非。 
165 J1  仕事って今通訳の仕事とかしてるんですか。 
166 I1  いえいえ、私は日本語学校を経営しています。 
167 J1  へー、[地名 1]で？ 
168 I1  [地名 1]で。だから是非 
169 J1  日本人の先生とかは募集してないんですか？ 
170 I1  いますよ。 
171 J1  いるんですか。 
172 I1  いますよ。（へー）まあ、ボランティアとしてね。 
173 J1  へーけっこう学生多いですか。 
174 I1  けっこういますね。 
175 J1  
へーそっか、なんかい、あじゃあ今度ふつうに。個人的に[地名 1]に遊び
に行きます。 
176 I1  是非いつでも、ね。私の家に泊まってもいいし。今まだ部屋ないけど。 
177 J1  えーすごい嬉しい 
178 I1  あの facebook の名前はこれなんですけど。 
179 J1  これ？×××オッケーわかりました。 
180 I1  ありがとうございます。 







182 I1  うーん、そうですね。挨拶とか。 
183 J1  たとえば挨拶具体的に 




185 J1  あとは？ 
186 I1  あとは、んー、なんでしょう、んー 
187 J1  こんなのがあったら、こう便利だ,, 
188 I1  オセワニナリマス、ヨロシクオネガイシマス 
189 J1  
オセワニナリマスね、あー、ヨロシクオネガイシマスね。あー。それも
インドネシア語では,, 
190 I1  ないんですよ、ヨロシクオネガイシマス。 
191 J1  でも、大切？ 
192 I1  
大切。そう、とても大切。で、自己紹介する時はハジメマシテとか、あ
の、それもね。 
193 J1  ハジメマシテ、ハジメマシテは、でも、インドネシア語にも,, 
194 I1  ×××とか、まあ、ちょっとは… 
195 J1  言えるけど,, 
196 I1  言えるけど。うん。でも日本語の場合は必ずかな。 
197 J1  必ずそうですね、ハジメマシテですよね。 
198 I1  ハジメマシテで、最後はヨロシク（うん）でお辞儀。 
199 J1  ああ、お辞儀ね。 
200 I1  まあ、あの、日本の文化を紹介しますね。 
201 J1  ああ、なるほど、それが大事ってことで,, 
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203 J1  あー、なるほどね。へーそれはでもすごい、その通りだと思いますね。 
204 I1  そうですね。文化がわからないとことばがわかっても意味がない。 
205 J1  そうそうそうそう 
206 I1  
だって、自分の経験もそうだったから。やはりみんなににほんの習慣と
かそれを教えないといけないので,, 
207 J1  なるほど、そういうことですよね。たしかに。 
208 J1  
あれ、私ね、もういっこボールペン、これ一個しかないですよね。うち
の大学の。 
209 I1  ありがとうございます。いただきます。大丈夫ですか？時間。 






14 分 55 秒 
話者記号 








2 I2 はい、えっとー、[人名(G)]。 
3 J2 [人名(G)]、えーと【【 
4 I2 】】はい。 
5 J2 はい。 




8 I2 】】二年生です。 
9 J2 二年生、はい。大学院の二年生ですね、はい。 
10 J2 なんか研究テーマとかは何かあるんですか？ 
11 I2 研究テーマは,, 
12 J2 はい。 
13 I2 さっき言った,, 
14 J2 はい、また。 
15 I2 「ていく」「てくる」の,, 
16 J2 はい、「ていく」の】】 
17 I2 【【＊＊＊＊ 
18 J2 あ、はい。アスペクト。はい。 





21 I2 日本語ですか？日本語は,, 
22 J2 はい、語。 
23 I2 多分言語、えっと,, 
24 J2 はい。 




27 I2 あー。 
28 J2 興味を持った… 
29 I2 まー、えーと、日本語の,, 
30 J2 はい。 
31 I2 文法または,, 
32 J2 文法。はい。 
33 I2 文字、それは、気になるんです。 
34 J2 はい。 
35 I2 えーと、漢字は、えと、えっと、中国とは違って,, 
36 J2 はい。 
37 I2 まあ難しいというか,, 
38 J2 はい。 




41 I2 んー。 
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42 J2 えーと、なんか町中に日本語とかあるんですか？ 
43 I2 私の、時代ならありません。今は,, 
44 J2 はい。 
45 I2 えっとー、中学、または,, 
46 J2 はい。 
47 I2 高校生は＊＊ます。 
48 J2 はい。高校生。 
49 I2 ＊＊＊日本語。 
50 J2 日本語を、ま、学ぶところが。 
51 I2 あ、はい。 
52 J2 あー、そうなんですか。ど、どういった、授業ですか？ 
53 I2 はい。 
54 J2 はい、どう、どういう授業になるんですかね？それは。 
55 I2 んとー、高校生だったら,, 
56 J2 はい。 
57 I2 もう普通の授業と同じです。半分カタカナひらがな混じりで,, 
58 J2 あー、はいはいはい。 
59 I2 えと、またはローマ字で。 
60 J2 あー、そうなんですか。 








65 I2 はい。 
66 J2 なったとき、これは覚えていたほうがいい言葉とかありますか？ 
67 I2 えー、言葉ですよね。 
68 J2 はい。何か。 
69 I2 んー、まああい、挨拶の,, 
70 J2 挨拶。 
71 I2 言葉とか。えっと、＊＊＊とか、“Selamat pagi” 
72 J2 “Selamat pagi”、あー、聞いたことあります。 
73 I2 はい。 




76 J2 あー。何か、】】 
77 I2 【【えっと、朝だったら“Selamat pagi”。 
78 J2 はい、はい、でー、 
79 I2 昼になったら“Selamat siang”。 
80 J2 はい、“siang”、えーと、夜になる】】 
81 I2 【【夜、えっと、夕方から,, 
82 J2 夕方に、あー、 
83 I2 “Selamat sore” 
84 J2 あ、“Selamat sore”、はい。で、夜】】 
85 I2 【【夜になったら“Selamat malam” 
86 J2 “Selamat malam”、あー、はー、時間帯によって分かれ】】 




89 I2 【【はい。 
90 J2 あーそうですか。 
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91 I2 でもおはようございますは、はや、早めに来てくれてありがとう,, 
92 J2 あー。 
93 I2 ございます、という感じがありますよね？ 
94 J2 あーそうですね、はい。 
95 I2 インドネシア語だったら,, 
96 J2 はい。 
97 I2 ただの,, 
98 J2 ただ。 
99 I2 えっと、朝,, 
100 J2 はい、朝だから。 




103 I2 んー、“Terima kasih”。 
104 J2 “Terima kasih”、あー。 
105 I2 ありがとうございます。 
106 J2 ありがとうございます、あー。 
107 I2 そして、えっと、んー、“Permisi”＊＊＊ 
108 J2 “Permisi” 
109 I2 “Permisi”＊＊＊“Permisi” 
110 J2 “Permisi” 
111 I2 失礼します。 
112 J2 あー、はいはいはい。 




115 I2 日本,, 
116 J2 はい。 
117 I2 語ですか。 
118 J2 はい。 
119 I2 あのー、（笑い）、私の勉強仕方は,, 
120 J2 はい。 
121 I2 ちょっとユニークで、】】 
122 J2 【【おーおーおー、聞きたいです。 
123 I2 （笑い） 
124 J2 （笑い）、ぜひぜひ。 
125 I2 えっと、最初は,, 
126 J2 はい。 
127 I2 えっとー、言葉を,, 
128 J2 はい。 
129 I2 覚えて,, 
130 J2 はい。 
131 I2 言葉を,, 
132 J2 はい。 
133 I2 言うやり方で、たとえば、たとえばー…,, 
134 J2 はい。 
135 I2 これです。 
136 J2 はい。 
137 I2 せん。 
138 J2 あー。せん。 
139 I2 ＊＊＊＊ 
140 J2 はい、さき。あー読み方が。 
141 I2 はい。 
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142 J2 はい。 
143 I2 これはインドネシア語の意味… 
144 J2 意味を、はい書くんですね。あーちょっと見せて、あー。 
145 I2 “sebelum”。 
146 J2 ど、どう読むんですか？ 
147 I2 はい、“sebelum”。 
148 J2 “sebelum”。へー。 
149 I2 でこれ。 
150 J2 あー、はいはいはい。あー、そういった】】 
151 I2 【【＊＊＊＊、“sebelum”、さき,, 
152 J2 はい。 
153 I2 “sebelum”。 
154 J2 はー。 
155 I2 せん。 
156 J2 あー、どんどん。 
157 I2 あー。はい、または、 
158 J2 ちょっと、はい。 
159 I2 こう。＊＊＊＊ 
160 J2 あー、そう、そういうことですね。はい。あ、でも,, 
161 I2 ＊＊＊＊ 
162 J2 僕もなんか、えっと、他のこと、国の言葉やるとき,, 




165 I2 ＊＊＊＊そのあと,, 
166 J2 はい。 
167 I2 えっと、文法,, 
168 J2 はい。 
169 I2 文法、えっと、正しい文法を勉強して,, 
170 J2 はい。 
171 I2 理解してると、文法,, 
172 J2 はい。 
173 I2 たとえば,, 
174 J2 はい。 
175 I2 んー、「なに向け」とか。 
176 J2 はい。 
177 I2 「なになに向け」の 
178 J2 「なになに向け」、はー、はいはい。 
179 I2 向けの、 
180 J2 はい。はい、はい。 
181 I2 最初は意味を書いて,, 
182 J2 はい。 
183 I2 ＊＊＊の意味、そして,, 
184 J2 はい。 
185 I2 やり方、ってやって、えっと、構成、とこの＊＊の,, 
186 J2 はい。 
187 I2 ＊＊＊ 
188 J2 はい。 
189 I2 あと、こども、こど、こどもむ、子供向け、とか。 
190 J2 子供向け。はい。 
191 I2 子供向けの雑誌とか,, 
192 J2 はい、はい。なんかね、例文とか,, 
193 I2 はい。 
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194 J2 どういった感じですか？ 
195 I2 前は、えーっと,, 
196 J2 はい。 
197 I2 名詞、とか。 
198 J2 はい。あー。 
199 I2 ＊＊＊こと。 
200 J2 あー、そういうこと、はい。 
201 I2 そして例文書いて,, 
202 J2 はい。 
203 I2 みっつとか。自分で。 
204 J2 はい。 
205 I2 そして,, 
206 J2 はい。 
207 I2 見て開けたら,, 
208 J2 はい。は 
209 I2 あ、開けたら,, 
210 J2 はい。 
211 I2 他にー漢字を書く。 
212 J2 あー。漢字って、難しくないですか？その】】 
213 I2 【【むずかし、難しい…というと、面白いだと思います。 
214 J2 面白い、あー、そうなんですか。 
215 4I2 はい。 
216 J2 えーっと、たとえばど、どんな所が面白いと感じますか？ 
217 I2 まあ、んー…。意味的は,, 
218 J2 はい。 
219 I2 面白いです。たとえば,, 
220 J2 はい。 
221 I2 こんな漢字。 
222 J2 はい。「天」。はい。 
223 I2 「天」は「一」,, 
224 J2 はい。 
225 I2 足す「大」。 
226 J2 はい。そうですね、「一」と「大」,, 
227 I2 うん。 
228 J2 という字に分けられますね。 
229 I2 だから,, 
230 J2 はい。 
231 I2 そのー,, 
232 J2 うん。 
233 I2 意味もありますねーって。 
234 J2 あー。そういう風に。な,, 
235 I2 はい。 
236 J2 なんか、パズルみたいな,, 
237 I2 はい。 
238 J2 感じが確かに、なんかその、部首とかでも,, 
239 I2 はい。 
240 J2 なんか意味があったりしますもんね。 
241 I2 はい。 
242 J2 そう、そういったところが面白いと】】 
243 I2 【【はい。 
244 J2 あー。そうなんですか。はー。へー。 
245 I2 読み方もいろいろ,, 
246 J2 ありますね。 
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247 I2 ある。 
248 J2 日本式の読み方と、中国,, 
249 I2 はい。 
250 J2 式の読み。なにか混乱したりしませんか？ 
251 I2 む難しいのは＊＊＊＊ 
252 J2 あー。 
253 I2 でも漢字を見れば,, 
254 J2 はい。 
255 I2 あ、この意味だ。 
256 J2 あ、意味は分かる。あー。確かに読み方難しいかも,, 
257 I2 うん。 
258 J2 しれませんね。はい。あーでも、楽しいんですね。 
259 I2 はい。 
260 J2 あーそれはよかったよ】】 
261 I2 【【楽しいですー。 
262 J2 （笑い）はい。じゃあぜひこれからも漢字,, 




265 I2 あります。 
266 J2 はい。えっとなん】】 
267 I2 【【んと,, 
268 J2 はい。 
269 I2 昔の三級までです。 
270 J2 三、昔の三級を受けた。はい。 
271 I2 はい、今は N2 は,, 
272 J2 うん。 
273 I2 まだ、受けません。 
274 J2 受けた、受けた、受けてない、と。 
275 I2 はい。 
276 J2 これから受けたいとかは】】 




279 I2 【【うーん。 
280 J2 うん。 
281 I2 うーん。最初は,, 
282 J2 はい。 
283 I2 意味と,, 
284 J2 はい。 
285 I2 言葉。 
286 J2 はい。 
287 I2 漢字はあんまり問題ありま,, 
288 J2 はい。 
289 I2 あんまり,, 
290 J2 はい。 
291 I2 難しくない,, 
292 J2 あー、はい。 
293 I2 と思います。 
294 J2 意識が高い。 
295 I2 あとー、文法は,, 
296 J2 文法。 
297 I2 ちょっと難しいです。 
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298 J2 あー文法難しいですか。はい。 
299 I2 はい。えーと、そして読解ももっと難しいです。 
300 J2 読解があるんですね。 
301 I2 うー。 
302 J2 はい。 
303 I2 んとー。 
304 J2 はい。 
305 I2 まあ、すこ少し＊＊＊ 
306 J2 はい。 
307 I2 ＊＊＊多いですね。 
308 J2 はい、大丈夫ですよ。 
309 I2 たとえば,, 
310 J2 はい。 
311 I2 えっとー、えーっとー,, 
312 J2 はい。 
313 I2 出たのが、銀行ですね。 
314 J2 はい。 
315 I2 えっとー、読解は,, 
316 J2 はい。 
317 I2 1 ページとか。 
318 J2 はい。 
319 I2 質問はただひとり,, 
320 J2 あー。 
321 I2 ひとつ。 
322 J2 あー。 
323 I2 ＊＊＊ 
324 J2 すごい、読まされて、質問これだけ。 
325 I2 （笑い） 
326 J2 あー、そうなんですか。あー、はい。 
327 I2 そういう感じです。 
328 J2 あー、時間とか,, 
329 I2 うん。 
330 J2 何分ぐらいですか？ 
331 I2 んとまあ、えーと、9 時から、じゅう、12 時または 1 時まで。 
332 J2 あー、すごい、疲れますね。 
333 I2 あーでも、楽しいです。 
334 J2 あー楽しい。あー、ほんとによかったです。いやー。 
335 I2 1 年に,, 
336 J2 はい。 
337 I2 1 回、1 回または 2 回、 
338 J2 はい。 




341 I2 ええ。 
342 J2 なんかその、この後、なんかなりたい、その仕事とかはありますか？ 
343 I2 今、私、博士になりたいです。 
344 J2 博士、おーおー。何】】 
345 I2 【【えっと、言語学の… 
346 J2 言語学の博士。おー、なんか大学の先生,, 
347 I2 はい。 
348 J2 を目指す、】】 
349 I2 【【はい。 
267 
 
350 J2 あー。で、えっと、国内で教えますか？ 
351 I2 国内でも、外国でも大丈夫です。 
352 J2 あー。 
353 I2 どっちでも大丈夫です。 
354 J2 はい。じゃあ、言語学について、】】 
355 I2 【【うん。 
356 J2 あー、そうなんです。 




359 I2 今日のー、発表は、えっと新しい経験をもらいました。 
360 J2 あー、そうですか。 
361 I2 あのー、共話とか。 
362 J2 共話。あ、はい。[人名(Y)]さんが】】 
363 I2 【【今日初めて聞きました。 
364 J2 あー、初めて。 
365 I2 ＊＊＊＊ 
366 J2 僕もあんま詳しくないんですけど、あーそうです】】 
367 I2 【【最初は,, 
368 J2 はい。 
369 I2 えっと質問も共話と,, 
370 J2 はい。 
371 I2 共話に入られるだと思っ,, 
372 J2 はい。 
373 I2 入られる,, 
374 J2 はい。 
375 I2 と思いましたが,, 
376 J2 はい、はい。 
377 I2 えっと、さっき言った＊＊＊,, 
378 J2 あ、はい。 
379 I2 えっと質問はできません,, 
380 J2 あ。 
381 I2 ではない。 
382 J2 共話ではない。あーそうなんですね。 
383 I2 はい。 
384 J2 はい、じゃあこの録音のデータも,, 
385 I2 はい。 
386 J2 [人名(Y)]さんの共話のデータになりますので。 
387 I2 はい。 
388 J2 貴重な貢献ですよ。（笑い） 
389 I2 （笑い）＊＊＊ 
390 J2 はい。誇っていいですよ、共話。なに、L 先生の発表はどうでした？ 
391 I2 L 先生は、昔は,, 
392 J2 はい。 
393 I2 えーと、しご、仕事はえっとーEPA の教師だったので,, 
394 J2 はい。 
395 I2 よくわかります。 
396 J2 あー。そうなんです】】 
397 I2 【【＊＊＊＊ 
398 J2 へー。やっぱそういった問題がある、なんか,, 
399 I2 はい。 
400 J2 翻訳と、】】 
401 I2 【【はい。 
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402 J2 へー。なんか、実際に経験したんですか？ 
403 I2 はい。 
404 J2 はい。ど、どんな,, 
405 I2 はい。 
406 J2 ことがありました？たとえば。 
407 I2 たとえば,, 
408 J2 はい。 
409 I2 んー、んー…、私は昔,, 
410 J2 はい。 
411 I2 漢字、漢字勉強の,, 
412 J2 はい。 
413 I2 ＊＊でした。 
414 J2 あ、はい。 
415 I2 えっと、漢字はむか、昔は,, 
416 J2 はい。 
417 I2 えっと、えっと簡単な漢字からむ、難しい漢字までですよね？ 
418 J2 あ、はいあります。 
419 I2 それは,, 
420 J2 はい。 
421 I2 あー、この漢字。 
422 J2 はい。 
423 I2 「月」ですね。 




426 J2 はい、そうですね。 
427 I2 とか、あと、まあ、「なになに月」とか。 
428 J2 はい。 
429 I2 でも、えーっと、看護の専門だっ、言語の専門だったら、「月経」とか。 
430 J2 あー、はいはいはい。あー、そっちの方が。 
431 I2 はい。 
432 J2 っと。あーなるほど。あーそうですか。 
433 I2 ＊＊＊日本語だったら,, 
434 J2 はい。 
435 I2 えーっと、「物忘れ」「忘れ物」。 
436 J2 はい。あー、なるほど。そそ、そういった。はい。 
437 I2 んー。 
438 J2 なんか、じょう、日本語の使われるその場面に,, 
439 I2 はい。 
440 J2 合わせてなんかやっぱり作らないと,, 




443 I2 （笑い） 
444 J2 こんな、インタビューをせっかく、感想を聞かせてもらえますか？ 
445 I2 おー、感想,, 
446 J2 はい。 
447 I2 ですか？ 
448 J2 へたくそでごめんなさい。（笑い） 
449 I2 あ。（笑い）えーと,, 
450 J2 はい。 
451 I2 今日のインタビューは,, 
452 J2 はい。 
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453 I2 ま楽しかったです。 
454 J2 あはい。楽しかった。 
455 I2 えー。＊＊ 
456 J2 はい、僕の日本語大丈夫でした？ 
457 I2 大丈夫。 
458 J2 分かりました？ 
459 I2 分かる。 
460 J2 あー、よかったよかった。はい。 
461 I2 ＊＊＊でも私の日本語はあんまり、まあ、どうです、どうでした？ 
462 J2 あー、いや大丈夫ですよ。はい、ちゃんと、はい分かりましたよ、はい。 
463 I2 えー。 
464 J2 はい。 
465 I2 ＊＊＊ 
466 J2 いいデータになると思いますよ。 
467 I2 はい。 
468 J2 （笑い）はい。 
469 I2 もしできな、できなかったら私はどう、私はどうしても、えっと,, 
470 J2 はい。 
471 I2 説明して,, 
472 J2 あー、あー紙に。 
473 I2 しまって。 
474 J2 ん、んん、まあ、か、問題ないですよ。はい、ん。 
475 I2 あー。えーと… 
476 J2 はい。とてもはい、協力してはい】】 
477 I2 【【ありがとう。 
478 J2 はい、ありがとうございました。じゃあ、これではい、録音を終わります。 






17 分 29 秒 
話者記号 




話者 発    話    内    容 
1 J3 はい。 
2 I3 はい（笑い） 
3 J3 じゃあ、まず、えっと、お名前を教えてください。 
4 I3 はい、あの、私の名前は[人名(R)]です。 
5 J3 [人名(R)]さんですねえ。 
6 I3 はい。 
7 J3 はい。私は[人名(T さん)]です。それはわかりますってね。 




10 I3 すいません。（笑い） 
11 J3 自由な、 
12 I3 はなし 
13 J3 あの、はなし 
14 I3 会話 
15 J3 会話でいいんだけど。 




18 I3 はい、まだ行ったことない。 
19 J3 で、日本に行くとしたら、どこに行きたい？ 
20 I3 日本に行くとしたら、えっと、東京に行きたい。 
21 J3 東京？（はい）おお。東京の、東京のどことかある？ 
22 I3 東京の、渋谷かな。 
23 J3 渋谷？（はい）なんで？ 
24 I3 あ、いやいやいや、あー、池袋の 
25 J3 池袋？ 
26 I3 はい、池袋の 




29 J3 そうかそうか。デュラララのね、舞台 
30 I3 デュラララの舞台 
31 J3 うん、池袋だから。 




34 I3 あー、日本人の友だちがいます。 
35 J3 あっ、日本人の友だちが 
36 I3 ええ、日本人の友だちがいます。 
37 J3 へえー、そっかそっか。 
38 I3 な、ネットで、でもやっ、…あー、会ったこともない。 
39 J3 あー、そっか、ネットでね。 










44 I3 うんうんうん。 
45 J3 日本に行くならこの言葉は覚えててほしいなっていうのを、 
46 I3 うんうんうん。 
47 J3 こう、十個くらい（笑い） 
48 I3 十個くらい 
49 J3 あるー？ 
50 I3 えーっとねえ、一年かな？いやいや、 
51 J3 一年？ 
52 I3 一年 
53 J3 何が？あ、言葉？ 
54 I3 言葉。 
55 J3 あー、なんで？一年？ 
56 I3 あー、いやいやいやいや、（笑い）ちょっと待って。 
57 J3 うん、待って。 
58 I3 えーっとー、（うん）簡単な言葉？ 
59 J3 うん、日本【【 




62 I3 うんうん。 
63 J3 この[地名 2]とかインドネシアの友だちに 
64 I3 日本へ行きて 
65 J3 そう。 
66 I3 行くとしたら,, 
67 J3 日本に、行くときに、この日本語は覚えてた方がいいよっていう、 
68 I3 あーそっか、えっとえっと、あいさつとかかな？ 
69 J3 あー、なるほどね、たとえば？ 
70 I3 たとえば（うん）えっとー、こんにちはとかー 
71 J3 こんにちは 
72 I3 おはようございますとかー 
73 J3 おはようございます 
74 I3 えっとー（うん）あのーこんばんはとか、 
75 J3 こんばんは、おお 
76 I3 おやすみ 
77 J3 おやすみ（笑い）なるほどね、じゃあ挨拶以外には？ 
78 I3 挨拶以外（うん）挨拶以外はー、えっとー、んー、道の 
79 J3 道の… 
80 I3 方法 
81 J3 あっ、道を聞く？ 
82 I3 はい、道を聞くとか 
83 J3 おー、たとえば？ 
84 I3 たとえば、えっとねえ（うん）、渋谷はどこ、どこですか？ 
85 J3 あー 
86 I3 う、み、左とか、みで、右とかー左とかー 
87 J3 右左、んー 
88 I3 あの、右左とか 
89 J3 どこですか？ 
90 I3 南、南のー、なんとかー 
91 J3 あー、南、あー、なるほどね。 
92 I3 それそれ。 
93 J3 うんうん。そっかそっか。じゃあ、 
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94 I3 それは必要です。（笑い） 
95 J3 それともう一個（笑い） 
96 I3 もう一個？（うん）やー、えっとー 
97 J3 うん、挨拶と道とー 
98 I3 道、挨拶、はい、そしてー（うん）えっと、道の聞く、道を聞く 
99 J3 道を聞く、うん、 















106 I3 ねえ 
107 J3 で、あの、赤道？赤道分かる？ 
108 I3 赤道、赤道 
109 J3 えっと、地球の真ん中のさあ 
110 I3 あー、はいはいはい、 
111 J3 地球って真ん中のほうが暑いから、だから日本よりもずっと 
112 I3 暑い 
113 J3 そう、暑いんだろうなって思ったら、 
114 I3 うんうんうん。 
115 J3 [地名 2]に来たら 
116 I3 うんうん。 
117 J3 涼しいじゃん（笑い） 
118 I3 そっか 
119 J3 うんうん、そうそうそうそう。 
120 I3 じゃあ？[地名 2]に来たら？ 
121 J3 ん？（あ）[地名 2]に来て？ 
122 I3 うん、[地名 2]に来て 
123 J3 どう 




126 I3 あー 
127 J3 すごく親切で、なんか、フレンドリーで、 
128 I3 うんうんうん。 
129 J3 なんかこう、授業も積極的だなって（あー）思った。 
130 I3 そっかー。 
131 J3 うん。…なんかその、うん。 
132 I3 次のー、質問はー、えっと（笑い）次の質問 
133 J3 次の質問は？ 
134 I3 ね、あー、うん、ちょっと、 
135 J3 うん？ 
136 I3 インドネシアの食べものはどう思いますか？ 
137 J3 あ、（はい）インドネシアの食べもの？そうだねー 
138 I3 さっき食べてるんです。 
139 J3 さっき 
140 I3 さっき食べた 
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141 J3 さっき食べたのね、名前、名前なんて言うのあれ 
142 I3 名前ってー、えっと、ランダン 
143 J3 ランダン？ 
144 I3 ランダン 
145 J3 ランダン 
146 I3 やー。 
147 J3 おー、スマトラの料理。 
148 I3 スマトラの料理 
149 J3 うんうんうん。ね、おいしかったね。 




152 I3 よかった、おいしいで。 
153 J3 うん。 
154 I3 おいしいでよかった。（笑い） 
155 J3 あ、でもね、でもでも、あのー、なんか、自分の大学の一年生の時に 
156 I3 うんうん。 
157 J3 なんか、えっと、大学祭ってわかるかな。 








162 I3 あー 
163 J3 作って 
164 I3 ナシゴレン 
165 J3 そう。 
166 I3 そっか、じゃあナシゴレンはどう思いますか？ 
167 J3 ナシゴレンおいしいね（笑い）すごい好き、あれほんと好き、うん。 




170 I3 あー、日本にもチャーハン 
171 J3 あ、あの、ナシゴレン、売ってる店があんまりない 
172 I3 え、ほんと 
173 J3 うん、チャーハンはあるけど 




176 I3 見つからない 
177 J3 そう、もっといろんなお店で出せばいいのにとか思って 
178 I3 あー、はいはい 
179 J3 うーん。ねえ、あれほんとに、おいしいなあと思って 




182 I3 おすすめのインドネシアの【【 
183 J3 】】今まで言ったのじゃないやつ 
184 I3 おー、それはね、えっとー、[地名 2]の（うん）料理はどうですか？ 
185 J3 あ、[地名 2]の料理？ 
186 I3 食べたことある？ 
187 J3 あ、なんか、…それ、あ、でもあんまりないかな。学食とかは 
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190 I3 あー、そっか。 
191 J3 うん。 
192 I3 じゃあ、えっとー、…インドネシアの料理？ 
193 J3 うん。 
194 I3 あー、イチゴケーキの、さっきのイチゴケーキはどうですか？ 
195 J3 あ、イチゴ、あー、あれ？あれ？ 
196 I3 はい、あれあれ 
197 J3 （笑い）あれおいしかった（笑い） 
198 I3 おいしかった（笑い） 




201 J3 グライ？ 
202 I3 グライ 




205 J3 あ、カレー 
206 I3 はい、インドネシアのカレー 
207 J3 あのー、今朝食べた、あ、今朝じゃないけど、お昼食べた 
208 I3 昼食べたやつ 
209 J3 あのー、 
210 I3 あのー 
211 J3 あれ？ 
212 I3 はい。 
213 J3 あれか。あー、なるほどねー。 
214 I3 あれはグライ。 
215 J3 グライ。おいしかったなー。確かにおいしかった。 
216 I3 はい、おいしかったね。 
217 J3 うん。 
218 I3 おいしいでよかった。（笑い） 
219 J3 ほんと、え、なんか、すごいインドネシアって、すごい島がいっぱい 
220 I3 はい 
221 J3 わかれてるから、そのー、色んな島ごとに色んな料理が 
222 I3 はい、色んな島ごとに色んな料理 
223 J3 ある、んー、いいないいないいな、でも[人名(R)]さんは[地名 2] 
224 I3 はい。 
225 J3 だよねー。 




228 I3 えっと、リョー、えっと、スマトラ。 
229 J3 スマトラ。 
230 I3 はい。 
231 J3 おー、 
232 I3 行ったことある。 
233 J3 どんなとこでした？ 
234 I3 あ、[人名(RA)]さんの家で、[地名 13]で（あー）[地名 13]で 
235 J3 へー 
236 I3 はい。 
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237 J3 じゃ[地名 2]と何が違う？ 
238 I3 すっごい暑い。 
239 J3 暑い？ 
240 I3 はい。 
241 J3 へー。 
242 I3 [地名 2]よりすっごい暑い。 
243 J3 そうなんだー。 
244 I3 でも料理はおいしかった。 
245 J3 料理はおいしかった。 
246 I3 はい、料理おいしかった。（笑い） 
247 J3 あーそっかそっか、南だから 
248 I3 はい、南 
249 J3 んー、暑いんだ―、へー、そっかそっか、え、海は近かった？ 




252 I3 うんうん。 
253 J3 地震、わかる？ 
254 I3 地震、地震 
255 J3 あの、揺れ 
256 I3 あー、はいはい 
257 J3 うん、が、何年か前に、あったよね。スマトラで大きい地震が。 
258 I3 えっとねえ、何年、何年ねえ、あ、あんまり知らなかった 
259 J3 あ、ほんと？ 
260 I3 スマトラのこと、はい。 
261 J3 なんか、あったよね、聞いちゃだめだ（笑い）そう 




264 I3 津波、はい、津波、津波はね、 
265 J3 うん 
266 I3 アチェで 
267 J3 アチェ？ 
268 I3 スマトラの 
269 J3 うん 
270 I3 もっと南（あ）南のほう 
271 J3 そうなんだ。（はい）へー、なんかその被害が（あ）すごい大きかった。 
272 I3 すごい大きい地震 
273 J3 ねえ、そう、そういうイメージが 
274 I3 はい。 
275 J3 日本人は多分、みんなスマトラって聞くと、ああ、あの何年か前に【【 
276 I3 津波？ 
277 J3 っていう 
278 I3 は、はい（笑い） 
279 J3 うん。 
280 I3 津波、スマトラのこと。 
281 J3 うん 
282 I3 津波の？ 
283 J3 うん、そう。 




286 I3 知ってる。 
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287 J3 あの、東日本大震災っていうあの大きな地震。津波が【【 
288 I3 】】あ、はい。何年の 
289 J3 2011 年かな 
290 I3 にせん、はいはい、2011 年 
291 J3 うん、そう。 
292 I3 あ、すっげえ、友だちがうん、えっと 
293 J3 ん？友だち？ 
294 I3 はい、僕の私の友だち（うん）で、（うん）横浜 
295 J3 横浜？ 
296 I3 横浜で（あ）バイク乗ったとき 
297 J3 うん 
298 I3 津波がいた 
299 J3 あ、へー、そうなんだ 
300 I3 はい、津波があった 
301 J3 横浜で？ 
302 I3 横浜で。 
303 J3 へー、そうなんだ。え、知らなかった。あの地震の時私は福岡にいて 
304 I3 ああ 
305 J3 福岡って、ちょっと遠い 
306 I3 ちょっと遠い 
307 J3 だから全然あの 
308 I3 大丈夫 
309 J3 被害なにもなかった 




312 I3 うんうん。 
313 J3 単身赴任ってわかるかな？ 












320 I3 そうか 
321 J3 で、電気もつかないとか言って― 
322 I3 うんうん。 
323 J3 わーどうしようみたいな。 
324 I3 うんうん。 
325 J3 なっててー。 
326 I3 でも今大丈夫？ 
327 J3 今はもう 
328 I3 よかったね。 
329 J3 大丈夫。うん。（笑い）よかったー。 
330 I3 だってすごい地震だ。 
331 J3 すごい地震だったー。私もなんか修学旅行、修学旅行ってわかる？ 




334 I3 見に行く 
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335 J3 行った 
336 I3 見に行った 
337 J3 うん。 
338 I3 あー。そっか。 
339 J3 そう。 
340 I3 だってだってすごいあれね。 
341 J3 ね、すごいねー。 
342 I3 車が飛んでるとか 
343 J3 そー 








348 I3 あー船船。 
349 J3 船が道の真ん中に 
350 I3 あー、道の 
351 J3 残ったまんまで、えーとか思って、全然まだね、まだまだ 
352 I3 でも、今はもう大丈夫？ 
353 J3 いや、今もまだ 
354 I3 あ、今もまだ？ 
355 J3 うん、なんか、 
356 I3 そっかー。 
357 J3 全然あの片付けは終わってないし、 
358 I3 あー 
359 J3 うん。全然。 
360 I3 に、2011、から 
361 J3 2011 年から、今 2014 年 
362 I3 今にせん、もう、さん、3 年 
363 J3 3 年 
364 I3 3 年くらいね。 
365 J3 うん、うん、でもまだ片付いてないっていう。で、そう、 




368 I3 えー。 
369 J3 多くって 
370 I3 そっかー。 
371 J3 そう。まだまだ終わってないっていうね。 
372 I3 まだまだ全然 
373 J3 うん。そう。なんか暗い話になっちゃった（笑い） 
374 I3 暗い話になったな。（笑い） 
375 J3 そう、じゃあ、さあ、もうそろそろ最後だから、最後はまずアニメの話で 
376 I3 （笑い）やあ、アニメの話 
377 J3 うん、もう、今これハマってるっていうやつ 
378 I3 あー、今ハマってるやつはね、女性の、女性からの 
379 J3 女性から？ 
380 I3 女性のなかで、えっと、フリーかな。 
381 J3 あー、フリーね。 
382 I3 今ハマってるの。（ねー）フリー 
383 J3 （笑い）フリーねえ。 
384 I3 男性は、アルドノアゼロかな。知ってる？ 
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385 J3 あー、ある、ある、ある、アルノドアゼロ？ 
386 I3 アルノアゼロ、はいはい。 
387 J3 うんうんうん、そっちは見たことないけど。 
388 I3 そっちは男子 
389 J3 うん、フリーはねえ、 
390 I3 めっちゃ、めちゃの 
391 J3 うーん。（笑い）ね、じゃあ、フリーだと 
392 I3 月刊少女野崎君かな。 
393 J3 あー、月刊少女野崎君 
394 I3 すっごく面白い 
395 J3 あ、それの話について聞きたいんだけど、 
396 I3 あ、はい。野崎 
397 J3 ど、どういう話？ 
398 I3 野崎はねえ、えっとー、野崎君は（うん）あの、漫画家の 
399 J3 漫画家？ 
400 I3 先生。 
401 J3 先生？ 
402 I3 先生。 
403 J3 ふーん。 
404 I3 で、えっと、さくらちよって少女が（うん）いた。 
405 J3 うん。 
406 I3 あー、彼女は（うん）野崎君のこと好きで、好きで 









411 J3 うん。 
412 I3 さくらちよー 
413 J3 うん。 
414 I3 あ、なな、なに？ 
415 J3 サイン？ 
416 I3 さくらに、はい、サインに、 
417 J3 サイン？ 
418 I3 さくらは（うん）野崎君のサインもらった。 
419 J3 あーあーもらったのね。 
420 I3 でも、。さ、さくらね、（うん）野崎君のこと好き。 
421 J3 あ、付き合ってほしかった？ 
422 I3 さ、はい、付き合ってほしかった。 
423 J3 ほんとは付き合ってほしかったけど、野崎君のほうは 
424 I3 さくらはファンで、 
425 J3 ファンだと思った。 
426 I3 はい、ファンだと思った。 
427 J3 なるほどね。 
428 I3 はい。 
429 J3 そこからちょっとこう話が（笑い） 
430 I3 はい（笑い） 
431 J3 なるほどねー。そういうことか。 
432 I3 はい。 
433 J3 あー、念の、念の為もうちょっと伸ばしとこ（笑い） 
434 I3 はいはいはいはい。（笑い）いいんです。 
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435 J3 えー、そっかそっかそっか。じゃあ、じゃあ、フリーは（笑い） 
436 I3 フリーはねえ 
437 J3 フリーの話がしたいだけ（笑い） 
438 I3 フリーフリー、フリーはすっごい、イケメンがいる。 
439 J3 だれ、誰が好き？ 
440 I3 凛。 
441 J3 凛ちゃん、やっぱりー。（笑い） 
442 I3 凛が好き。えー、だってまもちゃん。（笑い） 
443 J3 まもだ（笑い） 
444 I3 凛が好き。 
445 J3 ちょっと、外野からちょっと、 
446 I3 ちょっとちょっと（笑い）凛、凛が好き。 
447 J3 やっぱねー、うん。 
448 I3 だってまもるみやの。 
449 J3 ねー。 
450 I3 ねー。 
451 J3 かっ、やっぱかっこいい。 
452 I3 やっぱかっこいい。 
453 J3 凛ちゃんがね。 
454 I3 ツンデレで、 
455 J3 ツンデレでねー 
456 I3 かっこいいでねー。 
457 J3 うん、そう。うん。でもねー、真琴も捨てられない。 
458 I3 あー、真琴もね、宗介も 
459 J3 真琴、宗介ねー。あー。 
460 J3 うん。 
461 J3 宗介ねー、 
462 I3 宗介。 
463 J3 もう、 
464 I3 優しいお兄ちゃんが欲しいよね、宗介 
465 J3 うんうんうん。 




468 I3 はい。 
469 J3 ねー。あー、じゃそのくらいにしよっかな。 
470 I3 そのくらい、はーい、もう（笑い）… 
471 J3 じゃあ、終わります。 
472 I3 はーい、じゃあ。ありがとうございます。 






13 分 27 秒 
話者記号 






発    話    内    容 
1 J4 えーっとじゃよろしくお願いします。 
2 I4 よろしくお願いします。 
3 J4 えと、あ今日初めましてですよね。 








7 J4 よろしくお願いします。じゃあ２年生だから先輩ですね。 
8 I4 <笑い>はい。 
9 J4 先輩だ。そうなんだ、[地名 2]出身なんですね。 
10 I4 はい、そうです。 













16 I4 <あっ、金沢>{>}、はい 
17 J4 はい。その石川県のすぐ横が[地名 11] 
18 I4 あそうですか 
19 J4 はい。私の、あのー（あー）、出身,, 
20 I4 出身 
21 J4 'の場所なんですよね。 




24 I4 あ、そうですか 




27 J4 えー、一時間半（はい）えっ凄い（はい）、凄い遠くないですか。 
28 I4 あー、一時間、もう一時間ぐらいです。 






31 J4 あっ、そうなんですね。（はい）えー、じゃあ渋滞あるとき凄い,, 
32 I4 そうですね。 
33 J4 えーじゃ渋滞あるときすごい、大変じゃないですか、こっちまで来るの。 
34 I4 はい、結構、あの、渋滞が,, 
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35 J4 渋滞が、[地名 2]て渋滞が多いですよね。 
36 I4 はい。あの、週末の時に（うん）はい。 
37 J4 あ週末、あー、土日がやっぱり一番。 




40 I4 はい、そうです。 
41 J4 そうなんです、あ、日本に来られたことは,, 
42 I4 あのー、一回だけです。 
43 J4 あ一回 
44 I4 一回 
45 J4 えっ、どこ、どこへ行ったんですか。 
46 I4 んと[地名 12]でした。 
47 J4 [地名 12]。 
48 I4 はい。 
49 J4 えーなんで[地名 12]なんですか。 
50 I4 あー、仕事の関係で,, 
51 J4 あっ、お仕事の関係。 
52 I4 '研修生の指導員として行きました。 
53 J4 あっ、そうなんですか。介護系の。 
54 I4 あっ、違います。あのー、工場で働いている研修生です、はい。 
55 J4 その日本語指導という形ですか。 
56 I4 はい、そうです 
57 J4 あ、そうなんですね。（はい）どうでしたか、日本は。 








62 I4 はい、ぜひ、ありがとうございます。 
63 J4 はい、あそうなんですね。日本に行ったことあるんですね。へー。 
64 I4 あの、たった三ヶ月ぐらいです。 
65 J4 あっ、三ヶ月間 




68 I4 <あっ、いえ>{>}、あのー、寮 
69 J4 あっ、そうか 




72 I4 驚いた･･･最初は雪を見ました。 
73 J4 あっ、何月行ったんですか。 
74 I4 あー、３月でした。（あっ）３月の中旬（うん） 
75 J4 中旬、雪あるんで、す、,, 
76 I4 まだ少し、はい（あー）、そのとき初めて見ました。はい。 
77 J4 え[地名 12]て、え… 
78 I4 あ、上です。北海道の下、埼玉、[地名 12]、でもまだ本州 
79 J4 えー、結構じゃ寒い 






82 I4 ･･･ことは、あのとても寒くて骨も痛くなりました。 
83 J4 えー、骨が 
84 I4 はい、骨、はい、あのー、足の骨が、はい。 
85 J4 大丈夫、なんかあの病気とかされな。 
86 I4 あの、いいえ、朝起きたときに、痛く、痛くてびっくりしました。で【【 
87 J4 暖房は,, 
88 I4 あー、暖房は、あのつけました。 









93 J4 凄い暖かいから（はい）凄い寒い 
94 I4 そうです 
95 J4 大きな違い、ジャンプですね。（はい）あっ、<そうなんですね。>{<} 






98 I4 <そうですか。>{>} 
99 J4 できると思いますか。 
100 I4 そうですね。最初は、あー、挨拶と 
101 J4 挨拶、うーん 
102 I4 <単語>{<} 
103 J4 <単語が>{>} 
104 I4 単語が一番、あのー、必要だと思います。 




107 J4 沢山、なんか、たとえば（あー）あまり<そのー日本>{<}… 
108 I4 <助詞>{>} 










113 J4 うーん、ご飯を食べる。 
114 I4 ご飯を食べたいを,, 




117 J4 他はなんかありますか。覚えた方がいい言葉は,, 




120 I4 うーん、挨拶と（はい）そして、あー、自己紹介も 











125 J4 あっ、でもそうですよね。やっぱり挨拶とか自己紹介<て>{<},, 






128 I4 そうですね 
129 J4 'だと思いますか。 
130 I4 そうしましたら、あのー、道を聞く,, 









134 I4 あー、いえ、全然。あのー、食べる前に確認しましたら大丈夫と思います。 










139 J4 <そうですよね>{>}、難しいですよね。（はい）なんかお菓子にも,, 










144 I4 もし野菜ラーメンならどうでしょうか 
145 J4 野菜、うーん、でも、やっぱりスープに,, 
146 I4 そうですか 
147 J4 'はい、スープにあの何て言うか,, 







151 J4 <笑い>本当ですか。 
152 I4 分かりませんでしたから。 
153 J4 何ラーメンですか。 
154 I4 あー、ラーメンではなく、あのー、バーガー、（あ）ステーキ、ステーク 
155 J4 ステーキ 
156 I4 あー･･･牛肉のバーガー 
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157 J4 牛肉バーガーですか 




160 I4 そうですね 
161 J4 なんか、お店の人に聞いてもちょっと 
162 I4 はい、そうですね、お店の人にも、あのーたぶん、困ら･･･ 
163 J4 困りますよね。（はい）お店の人も（はい）えって言う 
164 I4 多分あの基本の（うん）肉だけ聞けばいいと（ああ）思いますが。 
165 J4 ああなるほど。 




168 I4 もし知らないままに（はい）食べたら大丈夫です。 
169 J4 知らない時は 
170 I4 はい、知らない時に、はい 
171 J4 あ、そうなんですね。じゃあ大丈夫ですね。知らなかったんだからね【【 
172 I4 牛肉でしたからね。 
173 J4 ･･･牛肉バーガーです。 
174 I4 はい、牛肉バーガーです、セーフです 
175 J4 セーフ、そう、そう信じて、（はい）大丈夫 
176 I4 そうですね 
177 J4 そうですよね、はーそうなんですか、でも 





















188 I4 はい、でも、飲み物は,, 




191 J4 ないと思いますね。 





194 I4 ああ、そうですね･･･ 
195 J4 'もだめなんですか。 




198 I4 <あそうですね。>{>} 
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199 J4 んで、それもだめですか。 
200 I4 実はだめですが【【 
201 J4 あ、そうなんだ。じゃ結構日本食は食べれない 
202 I4 そうですね 
203 J4 あー、そうなんですね。 
204 I4 ですから知らないときには<笑い> 
205 J4 <笑い>あーそうなんですね。 










12 分 45 秒 
話者記号 




話者 発    話    内    容 
1 J1  
はい、あ、じゃ、すいません、え、じゃあ、自己紹介というか、お名前を教
えてもらってもいいですか。 
2 I5  はい、はじめまして。[人名(M)]と申します。 
3 J1  [人名(M)]さん。 
4 I5  はい。 




6 I5  
そう、そうなんです。（へー）今、なんか子供たちは、なんか英語っぽい名
前＜笑い＞,… 
7 J1  [人名(M)]さんと、[人名(D)]さんと、あとね 
8 I5  [人名(M)]とか、えん、とか、えっとー 
9 J1  えっと、[人名(T)]さん 
10 I5  [人名(T)]さんとか、もすごく流行っています 
11 J1  へーでも（はい）、やっぱなんかその、覚えやすいからね,, 
12 I5  そう、そうですね、なんか国際名前 




14 I5  はい、日本にも 
15 J1  日本の名前でもあるのですごい覚えやすいですね。 
16 I5  そうですね。 
17 J1  へーえっと[人名(M)]さんはあのもともと[地名 2]の人ですか。 
18 I5  
いいや私は、あの、えっと、[地名 2]から 2 時間（うん）、で、出身は[地名
10]という町。 
19 J1  スマラン？ 
20 I5  [地名 10]。 
21 J1  [地名 10]。 
22 I5  はい（へー）、2 時間。[地名 2]からバスで 2 時間。 
23 J1  2 時間くらい、あじゃえっと、学部の時も[U 大学]だったんですか。 
24 I5  はい、そうなんです、はい。 
25 J1  
じゃあ、えともう、このまま（はい）学部から（はい）日本語やっていたと
いうこと 
26 I5  そうです 
27 J1  あー日本に行かれたことはあるんですか 
28 I5  はい 
29 J1  おー、どこに？ 
30 I5  大阪＜笑い＞ 
31 J1  えーそれはなんか留学で？ 
32 I5  いえ、仕事で（うん）なんか 3 回目日本に行って 
33 J1  3 回も 
34 I5  はい、3 回 
35 J1  へー、えじゃ 3 回とも大阪 
36 I5  大阪（あー）、でもなんかみ短い滞在で、一週間 
37 J1  一週間とか 
38 I5  さ三週間、とか 
39 J1  あー、へー 
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40 I5  うん、それぐらい 
41 J1  じゃあ、東京にはまだ,, 
42 I5  まだ、遠いですね、大阪から（うーん）もし新幹線で【【 
45 J1  そうね、一時間半、二時間くらいですかね。 
46 I5  でも高い。＜笑い＞ 
47 J1  
あー、そうですね。私、東京なんで（あー）今度東京来るときは是非教えて
ください。 
48 I5  あ、はい、ありがとうございます。 









50 I5  挨拶（うん）。「こんにちは」。 
51 J1  「こんにちは」。 
52 I5  「私の名前は（うん）なになにです。」 
53 J1  「私の名前は[人名(M)]です。」とかね。 
54 I5  はい、「インドネシアから来ました。」 
55 J1  「インドネシアから来ました。」 
56 I5  えとーあのー「仕事は？えっと会社員です。」 
57 J1  あー「仕事は会社員です。」 
58 I5  そして、えー、うーん、趣味（あー）、はい「趣味は読書」 
59 J1  「趣味は読書です。」（はい）うんうんうん 
60 I5  
えっとそして、えー日本語のえ、勉強を（うん）始めたきっかけ。は、（あ
ー）えーはい、そして、あと 4 つですか。えーと 
61 J1  
なんか[人名(M)]さんが日本に行って、あ、この言葉を覚えててすごい役に立
ったなという感じでもいいですよ 
62 I5  うーん 
63 J1  よく使うなーとか 
64 I5  よく使う、ですね、んと「すみません」 
65 J1  あー「すみません」 
66 I5  
「すみません」そしてー、えとーうーんたとえばね、駅に、えー駅に、なん
か駅に、え「私は東京に行きたいっていう… 
67 J1  あ、道を聞く？あー東京駅に行きたい 
68 I5  道を聞くときに、はい、東京駅に行きたいですか,, 
69 J1  どうやっていったらいいですかみたいな（はい）、ああ 
70 I5  そして、「ありがとうございます」。 
71 J1  あー「ありがとうございます。」 
72 I5  そしてもうひとつは、「よろしくおねがいします。」 
73 J1  あーよろしくおねがいします、え、やっぱり「よろしくおねがいします」は,, 
74 I5  注文する時 
75 J1  大事,, 
76 I5  はい、で、まあえーと人と（うん）なんか紹介する時 
77 I5  あーあの挨拶の時。 
78 J1  はい、挨拶の時 
79 J1  
それはあのー、3 回おお大阪に行ったじゃないですか。（はい）その時にやっ
ぱりよく使いましたか。 
80 I5  はい、（あー）よく使いました。 
81 J1  
その前は？その、インドネシアにいて、日本語勉強した時は「よろしくおね
がいします」は（うーん）、あのー使い、よく,, 
82 I5  よく、はい、よく使いました。 
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83 J1  使ってました、会話の練習とかにも（はい）ああ出てきました？ 
84 I5  はい、出てきました 
85 J1  
あーじゃあ、その「よろしくおねがいします」が日本人にとって結構大切な
のは,, 
86 I5  はい、そう、そうですね 
87 J1  けっこう知ってたんですね 
88 I5  そうそう 
89 J1  あー、でもインドネシア語にはないですよね。 
90 I5  インドネシア語、うん、ない。 
91 J1  




92 I5  そう、そうですね、気持ち 
93 J1  気持ち悪い感じ、言いたくてしょうがないですね 
94 I5  そうそうそう、そうですね 
95 J1  
やっぱりそうなんだ（はい）、でもその気持ちはわかりますかね、インドネ
シアの人にもわかりますかね、そのよろしくお願いしますっていう気持ちは 
96 I5  
気持ちは、わかりますけど（うん）、なんかでもえっと、なんか bahasa って
通訳するとなかなか（あー）適当な訳は 
97 J1  ない 
98 I5  翻訳はない 






100 I5  よく耳に、はい慣れてきました 
101 J1  
あーなるほど、でもやっぱり、大阪だったら大阪独特のとかもあるかな。ま
あ大阪でも「よろしくおねがいします」ですかね。 
102 I5  「よろしくおねがいします」 
103 J1  じゃあ、その仕事っていうのは通訳か何か 
104 I5  いや、経理担当 
105 J1  経理？ 
106 I5  全然、なんか＜笑い＞ 
107 J1  あ、その、大学院に入る前に？ 
108 I5  
いや、大学であの日本語専門してて、職場で経理担当がいないみたい。だい
たいみんなえと英語しか（はあ）それで、まあ、日本語が 
109 J1  じゃあ、今も？ 
110 I5  今も経理担当（あーじゃ）。今、働きながら 
111 J1  へー、あじゃ結構、この人たちみんなそうなんですか 
112 I5  そうそうですね、働きながら 
113 J1  そうなんですか 
114 I5  [人名(SR)]さんみたい 
115 J1  
あじゃあ、みんなまだ 22 歳とかの若い人たちだと思ったんですけど（そうそ
う）けっこうじゃあ年齢上の人も多いんですね 
116 I5  そうですね 
117 J1  へーあそうなんだ、じゃ金曜日は休みなんですか？ 
118 I5  金曜日は休み 
119 J1  あー、授業は金曜日だけ？大学院は 
120 I5  金曜日と土曜日,, 
121 J1  だからいっしょにできるんですね 
122 I5  はい、だから一緒に… 
123 J1  あーなるほど、じゃあこれからもじゃその日本の会社なんですか。それも 
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124 I5  そうなんです、日本の会社です 
125 J1  で、本社が大阪？ 
126 I5  本社が、本社は大阪です 
127 J1  あー、あそういうこと 
128 I5  まだ新しい 
129 J1  な、なん何系の会社なんですか 
130 I5  えっとー大阪では不動産 
131 J1  へー、で、インドネシアでは… 
132 I5  インドネシアでは、まあ不動産と留学エージェント 
133 J1  へえ、留学？ 
134 I5  留学、そしてつーあ、マネージメントコンサルト 
135 J1  はあ、あじゃあ、結構そのインドネシアから日本に学生を送る？ 
136 I5  うん、そうそう 
137 J1  逆は有るんですか 
138 I5  あ日本からはない。インドネシアから 




140 I5  うん、そうですね、 
141 J1  あそうなんですか 
142 I5  前は慶応大学（うん）から、あの 
143 J1  学生を？ 
144 I5  うちの事務所は一年間かな（あー）、インターンシップ 
145 J1  あ、（はい）へー、そうなんですか。 
146 I5  インターシップしました 
147 J1  
へーあ、なるほどね、あ、時間大丈夫かな、あ、やばい、もう時間ですか
ね、え、じゃちょっと連絡先を、・・のでぜひ 
148 I5  あ、残念ですけど、名刺持ってない 




150 I5  「名刺が」＜笑い＞ 
151 J1  
ちょっとじゃあ私も、すみません、じゃ、私の電話番号とか書いておくの
で、facebook も、でも 
152 I5  あ、facebook やっています。 
153 J1  
やってます。たぶん[人名(W)]で出てくるとおもうんですけど。たくさんいる
から。 
154 I5  あーはい、ローマ字で？ 
155 J1  
えーと、ローマ字でも出てきますし、メールアドレスでも出てくる、出てく
るので 
156 I5  あ、わかりました。 
157 J1  
(人名(W))ドットまゆこでもなんかおもしろいですね、いろんな人がいて、大
学院。 
158 I5  そうそうですね。 
159 J1  
じゃああの日本の電話番号も書いとくので、もし東京に来るときは（はい）
連絡ください。 
160 I5  はい、ありがとうございます 
161 J1  
すいません、ありがとうございます。忙しいのに。（いえいえいえいえ）じ
ゃ、授業がんばってください。 
162 I5  はい、頑張ります。 
163 J1  ありがとうございます 
164 I5  じゃ、失礼します。 
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8. 本論１１章 
李舜炯・沼里聡・渡辺真由子・船根明日美・山崎史輝・富田あかね(2015.6.)「日本
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手言語行動」『ジャーナル日本語』7-2、pp.16-30、インドネシア日本語教育学会．
(査読付き)  
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なった「言い訳」について授業参加者同士で共同研究を進め、先生からは会話の質的分析
の基本的な手法を教わった。また、本研究では公開されている会話データを使用している
が、BTSJの資料と上村コーパスの資料は先生のおかげで入手できた。論文の下書きが完成
した後、学務でお忙しいなか全章にわたり目を通していただいた。先生の優しいご指導の
おかげで論文の完成度を高めることができた。 
さらに、本論文の副査を務めてくださった西尾純二先生にも感謝したい。学期中のお忙
しいなか遠方からいらっしゃり副査を務めていただき恐縮するところである。西尾先生に
は本章の内容につき貴重なコメントをいただいた。多様性の問題を日本語教育に生かそう
とする挑みに深く共感していたいただき、先行研究の扱い、分析方法・考察の仕方につい
て教わった。そのおかげで議論を広げていく自信が持てた。 
また、私がロング先生のもとで修学の機会を得るように橋渡しをしてくださった中井精
一先生にも感謝したい。10年ほど前、世界優秀学者招へいプログラムで韓国の慶北大学に
半年間いらしたことがご縁で、科研の共同研究員、共同研究への誘いなど継続的な支援を
いただいた。海外でも日本語の方言で授業と講演をされていた先生からは、日本語がひと
つではないこと、多様性があることを教わった。いつも博士論文が完成できるように温か
いことばで励ましてくださった。厳しいけれど心優しい先生にこれを機に感謝の気持ちを
伝えたい。 
そして、韓国の慶北大学の元指導教官である高正道先生に感謝したい。2年半前、日本語
教育を勉強するチャンスに恵まれたという話をした時、全面的な支持をしてくださった。
ご本人のもとで博士学位を取った弟子がまた違う学位に挑戦するというのに、快く、あの
ロング先生なら絶対、期間内に博士論文が書けるように指導してくださるはずだと、後押
ししてくださった。博士論文を提出する今、先生のおっしゃたことは正しかったような気
がする。 
それから、この首都大学東京の留学生研究支援のアカデミックライティング支援員の福
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田裕之さん、渡辺真由子さんには日本語のネイティブチェックで大変お世話になった。ま
た、日本語教育学教室の先輩、後輩の皆さんには、公私にわたって私の研究活動を支えて
いただいた。あいづちや共話の判定でご協力してくださった井上正子さん、斎藤敬太さん、
沼里聡さん、水谷梢太さん、柏倉裕美さん、渡辺真由子さんに感謝したい。人文科学研究
科の外国人留学生への日本語論文作成指導プログラムの一環として実施されたバウチャー
制度のおかげで井手剛平さん、小澤貴之さん、武内博子さん、花井愛さん、志喜屋カロリ
ーナさんには日本語のチェックや資料の整理でご協力をいただいた。また、ロングゼミの
後輩の新垣李加子さん、甲賀真広さん、崔スンジンさんには誤字脱字の最終チェックのお
願いにご協力いただいた。 
そして、博士論文作成スペースで共通の目的のもとで、走ってきた精神的支えになった
渡辺真由子さん、張鋭さん、趙レイブンさんにも感謝したい。彼女たちと共に過ごす楽し
い時間があったからこそ私は今こうして博士論文の提出ができたと思う。特に、この4月か
らモンゴルのウランバートル大学の先生になった渡辺真由子さんには、本研究の13章のコ
ラム教材例の作成の際、より自然な会話文になるように最初から最後まで度重なるチェッ
クをしていただいた。 
教室の皆さんのご協力がなければ、私はこうして博士論文を完成させることはできなか
った。心より感謝する。 
最後に、博士論文執筆期間中、私の心身の健康を心配してくれた家族に感謝したい。ど
んな時も変わらない姿勢で私を支え続けてくれた両親、夫、息子に感謝したい。家族のお
祈りと変わらぬ信頼のおかげで私は研究に専念することができた。特に、同じ研究者の道
を歩んでいる夫には感謝の気持ちで胸がいっぱいである。2年半前、「いい年をして」とい
う周りの反対に、「一生勉強一生青春」ということばで私の背中を押し「いい年かもしれな
いが素晴らしい研究の機会に恵まれたあなたがかえって羨ましい」と応援してくれた。夫
には数えきれないほど励まされてきたが、博士論文提出の今、思い浮かぶのは「春先に咲
く桜もきれいだ。でも、年の最後に咲く菊は、長く咲いて香りもいい」ということばであ
る。こうした厚い信頼のおかげで博士論文提出の日を迎えることができたと思う。 
本研究の対象のひとつである共話は２人以上の話者が共同でひとつの発話をつくりあ
げることでポジティブ・ポライトネスの発話意図を持つ。私の博士論文はここに書いた数
多くの方々の支えによって作り上げることができた共同作業の産物であると思う。こうし
た貴重な出会いに恵まれたことを、心から幸せだと感じている。 
